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　早稲田応用化会の皆様方におかれましてはご健勝にて、ご活躍のこととお慶び申し上げます。
　また、日頃から皆様方には里見多一会長を中心に応用化学会の発展にご尽力をいただいており大
学を代表して深く御礼申しあげます。
　さて、皆様に早稲田大学の近況報告を申し上げたいと思います。本年2007年は創立125周年の年
にあたります。この記念すべき年は本学が日本やアジアだけでなく、世界に向かって羽ばたく重要
な年であります。本学ではこの節目に、建学の原点に立ち戻り、教育研究の方向性を再構築するべ
く様々な改革に取り組んでまいりました。
　教育面においては少人数ゼミ「テーマカレッジ」や、少人数英会話プログラム「チュートリア
ル・イングリッシュ」、さらに、社会連携講座やインターンシップ、国内外の大学との共同ゼミや
共同授業、各種の留学プログラムなど、学生の学習意欲を刺激する仕組みを整えてまいりました。
それによって授業への出席率は飛躍的に上がり、キャンパスは学生の活気に満ち溢れています。
　また、学部、大学院の再編も順調に進んでおります。ご存知のとおり理工学部は本年４月から、
基幹理工学部・創造理工学部・先進理工学部の３学部として新たにスタートしております。理工学
部の再編にあたっては、急激に変化する社会や産業界からのニーズに対応できる機動性と展開性を
発揮し、従来の学部・大学院の概念を超えた「総合理工系大学」というべき新たな枠組みを創造し
ました。さらに、東京女子医大との生命医療分野における教育研究推進事業も順調に進んでおり、
建設中の共同の研究教育施設が2008年度から新たに稼動する予定です。このような中で、今後、応
用化学科は「先進理工学部・研究科」の１学科として、学会・産業界・社会との連携・融合を可能
とする研究教育拠点としてますます飛躍を遂げていくことでしょう。
　このほかキャンパス整備においても、昨年大隈記念タワーが竣工し、今秋には大隈講堂がリニュ
ーアルを終えて新たに生まれ変わる予定です。また、大久保キャンパスにおいては建設中の63号館
（仮称）が来年竣工予定であり、完成後は理工学術院の新たな研究・教育拠点のひとつとなること
でしょう。早稲田大学のキャンパスは新世紀に向けていま次々と装いを新たにしつつあります。
　学生たちの活動も益々活発になっており、早稲田祭の大成功をはじめとして学生文化の興隆はい
っそう顕著になっています。また、昨年社会人トップリーグチームに勝利したラグビー蹴球部の活
躍、今年の箱根駅伝で数年ぶりにシード権を獲得し復活への確かな足がかりをつかんだ競走部、甲
子園優勝メンバーの加入で注目が集まる野球部など、早稲田スポーツもいっそうの盛り上がりをみ
せております。
　このような多くの成果が受験生にも刺激を与えており、日本で最多の10万人を越える受験者を集
める総合大学として確固たる人気を博しております。
　早稲田大学は創立125周年の節目を迎えて、さらなる飛躍を遂げようとしております。そして、
その支えとなっているのは、卒業生･学生・教職員の皆様の存在に他なりません。歴史ある大学は
卒業生と学生、教職員が一体となって力を発揮しています。応用化学会の皆様におかれましてはぜ
ひ今後とも早稲田大学に熱いまなざしとご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　末筆となりましたが、早稲田応用化学会が今後もその活動を通じて応用化学科の発展にご協力を
いただきますことをお願いするとともに、会員の皆様のご健勝と会のますますのご発展をお祈り申
しあげて私の挨拶に代えさせていただきます。

『創立125周年を迎えて』

早稲田大学 総長　白井　克彦
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平田彰先生を偲ぶ
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（故）平田彰先生を偲んで
早稲田大学先進理工学部　生命医科学科教授　常田　聡

　私が平田彰先生の突然の訃報に接したのは４
月13日（金）の夜20時頃のことでした。前日ま
でお元気でお仕事をされていたことを知ってい
た私は、あまりにも急な出来事に耳を疑いまし
た。先生の退職記念会を２年前に行い、これか
ら奥様とともにゆっくりとお過ごしいただきた
いと思っていた矢先だけに、大変残念でなりま
せん。
　２年前の応化会報（第72巻）に平田先生の退
職記念行事の報告記事を掲載した際、先生のご
経歴について詳しくご紹介いたしまたが、ここ
であらためて先生のご功績を振り返り、最後に
少しだけ私自身の思いを綴ってみたいと思いま
す。
　平田先生は、1963年に本学第一理工学部の助
手に就任されて以来、42年間という長きにわた
って化学工学とその関連分野の研究と人材の教
育・育成に従事してこられました。先生は、気
体・液体・固体という異なる状態で物質同士が
接触する際に起こる運動量・熱・物質の移動現
象のメカニズムを解明すると同時に、様々な分
野にその応用展開を図ってこられました。500
報を超える論文発表は、その量・質ともにまさ
しく第一人者として、国内外で高い評価を受け
ておられます。特に、先生の著書「化学技術者
のための移動速度論」は合計で一万部以上発行
され、化学工学、流体・熱工学、建築設備、材
料工学等の分野の技術者のバイブルとして今で
も大いに活用されています。
　平田先生は、微小重力場におけるマランゴニ
対流という現象の基礎理論の解明を行うと同時
に、この現象を利用して、地上では得られない
高品質の単結晶を宇宙の微小重力場で作るとい
う研究にも取り組まれました。宇宙開発事業団
の小型ロケットや向井千秋さんが搭乗した
NASAスペースシャトルによる微小重力実験の
代表研究者として選ばれたこともあり、微小重
力場の流体物理・材料工学を含む “微小重力科
学” という新しい学問分野の確立・体系化に大
きく貢献されました。この他に、先生は移動現
象基礎理論をさまざまな分野へ応用してこられ

ました。まず、地球環境問題への関心の高まり
を背景に、微生物による自然の浄化機構を集約
化した新しい排水生物処理プロセスを開発され
ました。一方、バイオテクノロジーの発展を背
景に、酵素反応と同時に反応生成物を選択的に
抽出分離させて取り出す新しい独創的な生成物
分離型バイオプロセスの開発にも成功されまし
た。これらの研究成果は時代のニーズに合致し
た極めて社会的価値の高い成果と言えます。
　平田先生は、化学工学会や石油学会での理
事・副会長の歴任、微小重力科学に関する国際
会議の開催など、学会への貢献にも力を注いで
こられました。これらの業績が認められ、先生
は化学工学会および石油学会から学会賞を受賞
されました。平田先生は、学内においても1972
年理工学部教務副主任、1989年応用化学科主任
をはじめ、数々の要職を歴任なさいました。
1990年からは、５年余りにわたって本学環境保
全センターの所長をお務めになるとともに、大
学等廃棄物処理施設協議会の理事および評議
員、私立大学環境対策協議会の会長を歴任する
など、学内外の環境保全分野のリーダーとして
大いに活躍なさいました。
　平田先生は、後進の育成にも力を注いでこら
れました。これまでに先生の研究室から400人
以上の卒業生が社会に輩出され、様々な分野で
活躍なさっています。また、先生は一昨年退職
される際に本学に多額の寄付をなされました。
「博士後期課程に進学しようかどうか迷ってい
る学生さんにこの奨学金を給付し、そっと背中
を押してあげたい」というお気持ちで寄付なさ
れたとうかがっています。まさに先生の温かさ
がいっぱいにこもった奨学金です。
　私は1996年４月に早稲田大学に着任し、平田
先生が定年退職されるまで９年間にわたり先生
の教えを受けました。先生は、研究者として、
そして教育者としての心構えを先生流のやり方
ですべて私に叩き込んでくださいました。時に
は教授室で10時間以上もお説教されたこともあ
りました。あの頃、一人前になろうと私は必死
でしたが、それ以上に先生は熱心でした。先生
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の寿命を縮めてしまったのはもしかしたら私の
せいかもしれないと思うほどです。先生のお陰
で私は生まれ変わり、現在、こうして研究室を
主宰できています。今、私が何かの選択に迫ら
れたときや重要な判断をしなければならないと
きに、いつも考えるのは、「平田先生ならどう
するだろうか？」ということです。そうすると
自然に答えが出てきます。そういう意味で、先
生はずっと私の中にいてくださると信じていま
す。

　平田先生、今はただ安らかにお休み下さい。
そして私たちの今後の努力と新たな歩みを天か
ら見守って下さい。先生、本当にありがとうご
ざいました。
　平田先生の思い出の写真を先生直筆のコメン
トとともにここに掲載いたします。
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わが友平田彰君を偲ぶ
早稲田応用化学会基盤強化委員長　柳澤　亘（昭和33年卒、新制８回）

　50年来の親友である平田彰君との予期せぬ突
然の別れから、はや４ヶ月以上が経とうとして
いる。４月13日深夜、ご家族からの電話で、訃
報を伝えられた時、私は自分の耳を疑わずには
いられなかった。その数日前、応用化学会活性
化委員会の会合の前にいつものように彼の研究
室で雑談をし、別れ際に「お互い身体には気を
つけよう」とこれまたいつもの挨拶をして別れ
たばかりだったからだ。その時の彼は顔色もよ
く、いたって元気に見えた。翌朝、家内と駆け
つけた世田谷のご自宅で、やさしい顔で眠った
ような彼と対面した時は、なぜというやり場の
ない気持ちと悲しみがこみ上げた。同時に、思
いがけない死を迎えた彼の無念であったろう胸
中を思い世の不条理に憤りを感じた。
　学生時代、約70名の私どものクラスは、非常
に連帯感があり、「勉学」はもとよりだが、「娯
楽」においてもスポーツ、ハイキング、旅行、
コンパ、囲碁、麻雀、社交ダンスなど、皆で大
いに楽しんだ。中でも、酒に強く、独特のキャ
ラクターと会話で場を盛り上げる平田君は人気
者で、クラス仲間の融和は彼に負うところが大
であった。卒業後、大学院へ進んだのは彼1人
であったが、毎年春の大隈会館でのクラス会で
大学の近況報告をしてくれたので、我々から大
学が離れることはなかった。
　私自身と彼の親しい付き合いはむしろ卒業後
からだった。１年違いで結婚した互いの家が道
路１本隔てた筋向いであり、またほぼ同時期に
長子を授かったりしたことから家族ぐるみの付
き合いが始まり、家族旅行などもよく一緒に行
った。
　また、私はある頃から卒業生の採用のことで
毎年、大学を訪問するようになった。彼の研究
室にも顔を出すようになって、学生と話し合っ
ている彼の指導者としての一面にもよく接する
ことになった。厳しい研究指導に傾けられた情
熱は、彼の教え子に対する愛情を物語ってい
た。彼は物事の正しい筋道を大切にし、間違っ
ていると思うことには安易に妥協をしない勇気
を持っている立派な教育者であったと思う。そ

の姿勢は、先日(７月22日)平田研ＯＢ会による
「偲ぶ会」で配られた扇子の片面に列記された
「平田語録」の全ての言葉によく現れていた。
（紙面の関係でそれらを紹介できないのは残
念。）
　語録にはないが、彼の座右の銘は吉田松陰の
「天学君学　誠」であった。会津若松の出身で、
郷土をこよなく愛し、特に会津藩には相当の誇
りを持っていた彼であるが、たとえ敵方･長州
藩の学者であろうと　良いものは良いとこの言
葉を大切にしていた。そしてご子息(誠さん)の
名前もここからとられている。
　彼が研究者、指導者として一流の仕事を成し
遂げたのも、妙子夫人があってこそのことであ
った。その夫人が平成９年の夏に倒れられた後
の彼の献身的な介護は、端から見て彼の夫人に
対する強い愛情を感じるものであった。
　また、彼は大学に対しては定年退職前に多額
の私財を寄付し、「平田彰奨学資金」の設立と
いう形で律儀なまでの愛校心を残した。
　平田研究室で彼が指導した教え子は約400名
にも登り、皆がそれぞれの分野で活躍されてい
ることを彼はいつも嬉しそうに語ってくれた
が、その時の誇らしげな表情が今も目に焼きつ
いている。彼の熱い指導を受けたもの同士、更
に親交を深め、このＯＢ会がいつまでも継続し
ていくことを彼は願っていることだろう。
　最近は孫が同じ学校に通うようになり、お互
い目尻を下げての孫談義という楽しみも加わっ
た矢先で、会者定離とはいえ、彼にはもっと長
生きしてもらい、付き合いを続けたかったが。
　今は亡き平田彰君のご冥福と、残されたご家
族の皆さんのご健康とご多幸を心よりお祈りい
たします。
 （2007年８月２0日記）
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平田先生を偲んで
東北大学多元物質科学研究所教授　有山達郎（新制23回）

　今回の平田先生の突然のご訃報、痛恨のきわ
みであり、ここに謹んで哀悼の意をささげま
す。故平田先生門下、多数の方がおられるとこ
ろ、非常に僭越ではありますが、ご依頼によ
り、門下生の一人としてこの追悼文を書かせて
いただきます。まず、実感としては、あまりに
も突然の故､ まだ信じられない思いがあります｡
　2005年に平田先生のご退職記念の催しとして
国際シンポジウムが大隈会館にて開催され、引
き続き、記念祝宴がリーガロイヤルホテルで盛
大に催されました。その際、先生のお元気な様
子を拝見し、御退職とはいえ、さらなる御発展
をと思われた方が多かったと思います。私も、
その後、卒業年次が近い平田研卒業生達で個人
的に先生をお招きした席を何回か設け、お酒を
交えながらの昔話をし、また平田先生より頻繁
にメールも頂いていましたので、今回の突然の
ご訃報に接し、非常に驚きました。私にとっ
て、ご退職後とはいえ身近におられるというの
が実感でした。
　私は1972年に平田先生がカナダ留学から戻ら
れ、その翌年、平田研究室として発足した時の
第一期生にあたります。当時の最初の思い出と
して、その年の春、都立大学で開かれた化学工
学会の年会で先生の化学工学会論文賞の受賞記
念講演があり、会場の一番前の席でご講演を拝
聴したことが挙げられます。これは平田先生の
ご研究「異相接触界面における物質移動に関す
る研究」の論文賞記念講演でしたが、輸送現象
論の研究を始める至った経緯から始まり、数式
を交えての内容、私にとってはまぶしく見え、
内容は勿論、理解できませんでしたが、目をこ
らして一生懸命、聞いたことを覚えておりま
す。それがきっかけでしょうが、修士１年生と
して平田研究室の配属となり、それ以来、30年
以上にわたり、お教えを頂くことになりまし
た。当時は60号館の１階に研究室があり、修士
１年としては私の他に同期生の彼谷君の二人の
みで、ご多忙の中、非常にご丁寧な研究指導を
していただきました。また、夏の信州追分での
合宿、世田谷祖師谷の先生のご自宅に招かれて

の場など、平田先生のなごやかな笑顔と共に今
でも色々な情景が浮かんできます。その後の卒
業生のお話ですと、先生は指導に厳しかったこ
とを折に触れて聞きますが、当時は、先生の方
で何か気づかれるとすぐに我々、学生の居室に
飛び込んでこられ、じかにご指導を受けたこと
を記憶しております。もちろん、研究指導に厳
しさもありましたが、親密な御指導を受けたと
いうのが実感です。私は物質移動をテーマにし
ており、修論研究の中で、紙に書いての直接の
教えを何度も乞い、化学工学のおもしろさ、深
さについて直接、教えていただきました。まと
まりに欠くデータ類を先生の仰るような無次元
数を取った両対数の図に書き直すと、いっぺん
に整然としたデータに生まれ変わる場面を何度
も経験し、実践を通じて、現象の本質を分析
し、表現する力を教えていただいたと思いま
す。研究を含めた全てに関する先生のご熱意、
情熱、これが私ども門下生の心に深く刻み込ま
れ、その後の私どもの大きな財産、原動力とな
ったと言えると思います。我々、不出来な学生
であり、今、思えば、どれだけ、ご迷惑をかけ
たかわかりませんが、常に寛大で、公平に接し
ていただき、感謝の念に耐えません。我々、学
生に良いことがあれば、両肩に手をかけられ、
大きな声で「よかったね」と声をかけて頂くよ
うな場面を経験された卒業生は多いはずです。
なお、平田先生はご退職時に、大学院生を対象
に私財により「平田彰奨学金」を設立されてお
られます。これも、研究者の育成に対する先生
の熱い思いの表れでしょう。
　修士卒業後、私は鉄鋼会社の日本鋼管に就職
し、高炉の研究に従事することになりました。
製鉄所のシンボルでもある高炉は気-固-液系の
常温から2000℃にわたる複雑な反応器でありま
す。複雑な故、いわばブラックボックスであ
り、一つ一つの素現象から全体系を組み立て、
プロセスの予測、最適化を図るのが大きな課題
なのですが、その研究開発のベースはまさに化
学工学、特に移動速度論であり、平田先生の書
かれた「化学技術者のための移動速度論」を参
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考に、平田先生のお教えを反芻しながら考える
場面が多々ありました。同時に、それが私の武
器でもありました。その後、鉄鋼製錬関係にお
いても多くの移動速度論の本が出ていますが、
平田先生らが書かれた先の名著、多くのオリジ
ナルな研究論文が大きなインパクトを与えたと
いっても過言ではありません。我々、とかく計
算機の力を過信し、力づくで直接的に解析を進
める傾向もありますが、複雑な現象をそのまま
数式化するのではなく、現象の本質を正しく把
握し、主要な因子を抽出し、最終的には手計算
で処理できる程度にモデル化して誰にでも理解
でき、使えるように表現するのが工学分野にお
ける我々の使命だといわれたことがあります。
新しい研究課題への着眼、基礎現象の分析力、
解析のスマートさ、まとめの巧みさに関して、
一連の先生のご研究には抜きん出たものがあっ
たように思います。先の1973年の論文賞受賞論
文の末尾に移動速度論の今後の展望として「将
来、他分野の研究と相俟って、基礎論から出発
して、未経験のことでも、直接的に現実問題の
解決や新しいアイデアの開発が可能となる手法
が確立されて行くものと信じております」とい
う言葉を残されていますが、先生の一連のご研
究は、まさにその実践でしょう。輸送現象論の
基礎から結晶成長、廃水処理など多方面にわた
って平田先生は研究を展開され、多大な成果を
挙げられています。その根底には、どのような

対象に対してもその本質を見抜く鋭さ、結果を
普遍化していく素晴らしいお力が共通してあっ
たからにほかありません。
　昨年、私は長年、勤めた鉄鋼会社を退職し、
東北大学で製鉄プロセスの研究を続けることを
決意しましたが、その際にも励ましの言葉をい
ただきました。同時に、大学での研究の重要
性、難しさ、またご経験を通じての教育に対す
る心構えについてご教授いただきました。私の
学生時代、平田先生は、いつもにこやかな素振
りを示されていましたが、教育者、研究者とし
て実に緻密に考えながら、広い心で学生に接し
ていたことを痛切に感じ、先生の偉大を改めて
感じたしだいです。仙台の地で多数のお知り合
いの方の御紹介も受けました。現在、私の所属
している研究所は広い領域にまたがる組織です
が、今回の御訃報の件、たくさんの方が御存知
であり、専門分野も異なるとはいえ、多くの方
からお悔やみのお言葉をいただき、あらためて
平田先生の人望の厚みに感銘を受けました。
　平田研究室の卒業生は多方面で活躍していま
すが、先生の御遺志を忘れずに、また先生から
薫陶を受けましたことを誇りにしていきたいと
思います。平田先生、本当にありがとうござい
ました。あらためて、ここに感謝を捧げつつ、
ご冥福をお祈り申し上げ、謹んで弔意を表しま
す。
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トピックス①　第７回フォーラム講演会
「理工学部再編でどうなる応用化学科」

理工学術院　応用化学専攻　教授
応用化学科　主任、応用化学会　副会長

平沢　泉（新制26回）
■はじめに
　2007年３月31日(土)、55号館Ｎ１階大会議室
で、表題のタイトルで、応用化学会の諸先輩方
に講演する機会をいただいた。ちょうど2007年
４月から、先進理工学部応用化学科になること
もあり、タイムリーな講演であった。

【先進理工学部　応用化学科の実践】
　全国の大学が、環境、生命、物質、材料など
人目をひく名称をつけた学科名に改組している
中、我が応用化学科は、応用化学の名称にこだ
わり、応用化学の学問を基盤として、様々な分
野に、役立つ化学、役立てる化学を送り出し、
貢献しようとしている。その成果は、21世紀Ｃ
ＯＥ「実践的ナノ化学研究・教育拠点」、並び
にグローバルＣＯＥ「実践的化学知」（拠点リ
ーダー：黒田一幸教授）に採択されたことから
も明らかである。また、表＊のように大型プロ
ジェクトも様々な領域で獲得している。

■新生応用化学科は、どう変わるのか
Ⅰ　先進的研究を目指す
　役立つ化学、役立てる化学を目指す。すなわ
ち、応用化学の基礎学問を、実験、講義、演習
を通して積み上げ、ナノテクノロジー、生命、
環境、材料、医薬品、機能化学品、エネルギー
などの分野に貢献できる実践的で、かつ世界に
貢献できる研究者、技術者を育てる。

Ⅱ　教育カリキュラムの改進
　主要４科目（無機化学・有機化学・物理化
学・化学工学：１・２年生配当）の必修科目に
ついて講義内容を見直し、より基礎的な内容を
充実させている。主要4科目に連動する少人数
編成の演習を平行して行い、講義内容の理解を
深められるようにしている。実験を重視した学
科で、既存の実験科目についても実験項目を刷

新し、いずれの実験科目でも講義・演習と連動
させる内容を充実させている。その他、様々の
分野が理解できる選択科目も数多く設置されて
いる。以上のように、講義、演習、実験を通し
て応用化学の基礎を効果的に学ぶことができる
カリキュラに改進した。合わせて、学生諸君が
学ぶ動機付けが得られるようにファカルテイー
ディベロップメントを推進したい。

Ⅲ　研究の実践と社会との連携
　先端研究を実践するとともに、社会との連携
を目指している。
先端研究を推進する応用化学の各分野：無機化
学　黒田 一幸 教授、菅原 義之 教授、触媒化
学　菊地 英一 教授、松方 正彦 教授、関根　
泰 准教授、化学工学　酒井 清孝 教授、平沢 
泉 教授、小堀　深 専任講師、応用生物化学　
木野 邦器 教授、桐村 光太郎 教授、高分子　
西出 宏之 教授、小柳津 研一 准教授、有機合
成化学　竜田 邦明 教授、清水功雄 教授、細川 
誠二郎 准教授、応用物理化学 逢坂哲彌　教
授、本間敬之 教授
　なお、2007年４月から、助教授は、なくな
り、准教授になった。2007年４月この体制で、
応化の研究教育を推進している。

以上のごとく、変革し飛躍しようとしている。
いづれにしても、我々の応用化学科、応用化学
専攻は、永遠に不滅である。

【新生応用化学科をもっと知るには】
　応用化学科は、教員、学生のみならず、応用
化学会（応用化学科卒業生の会）と連携して飛
躍しようとしている。応用化学科や、応用化学
会を知るための以下のサイトをご覧ください。
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応用化学科高校生向けサイト
http://www.waseda-appchem.jp/

応用化学科研究者向けサイト
http://www.appchem.waseda.ac.jp/

応用化学会（ＯＢ、ＯＧ会）
http://www.waseda-oukakai.gr.jp/

■おわりに
　講演で、ＯＢの皆様の本学科、専攻に対する
熱い期待を感じた。研究・教育において世界的
な拠点になるためには、教員の精進みならず、
学生、ＯＢ、ＯＧの皆様の協力無しには成しえ
ないと考える。応化会の多大のご支援をお願い
する。

注） ＊
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「理工再編成と先進理工学部」

早稲田大学先進理工学部教授　石山敦士

　早稲田大学理工学部・研究科は、2008年の創
立100周年に先立ち、2007年４月より「基幹理
工学部・研究科」、「創造理工学部・研究科」、
「先進理工学部・研究科」の三つの学部・研究
科に生まれ変わりました。それに伴い、学科の
数が13学科から17学科に、専攻数も１専攻増え
て15専攻に拡大されました。従来の学部・大学
院の概念を超えた「総合理工系大学」とも言う
べき枠組みを構築し、学界・産業界・社会との
連携・融合を可能とする新しい都市型教育研究
拠点としての発展を目指します。
　３つの新学科・研究科の中で、先進理工学
部・研究科は、「物質」、「生命」、「システム」
を主たるキーワードに、自然科学（物理学・化
学・生命科学）を基礎として、先端化学技術の
向上と学際的新領域の創成を目指した広範な理
工学分野への研究教育の発展を理念としていま
す。特に、新領域である生命・医科学系分野の
包含を端緒に、理学と工学そして医学との間の
交流を活発にしながら、大学の三機能、すなわ
ち「研究（知の創造）」、「教育（知の継承）」、
「社会への実践的貢献（知の活用）」を有効に実
行できる組織・機能を実現していきたいと思っ
ています。20世紀後半から既存の学問・技術領
域のヘテロな境界（学際領域）において新しい
パラダイムが生み出されていくケースが増えて
います。先進理工学部・研究科は、常に新たな
学問領域を開拓する進取の精神で、世界最高水
準の研究教育拠点として本学理工系を先導する
ことを目指しています。そして「科学技術創造
立国」をリードする優れた研究者・技術者の育
成のための拠点として社会的貢献を図っていき
たいと思っています。これまで、先進理工学
部・研究科所属の教員が主たるメンバーを努め
る「先端科学と健康医療の融合拠点」が文部科
学省のスーパーＣＯＥに選出され、また提案し
た２つの研究が「21世紀ＣＯＥプログラム」

に、さらに、本年６月には提案した『「実践的
化学知」教育研究拠点（体表者：黒田一幸教
授）』が「グローバルＣＯＥ（化学・材料科学
分野）」に私学で唯一採択されるなど、その研
究・教育力と先進性は社会から高く評価されて
います。
　先進理工学部・研究科における教育プログラ
ムは、大学院博士課程までを視野に入れた学
部・大学院一貫統合教育を念頭に、卒業後、学
際的な先端理工学領域および関連分野でリーダ
ーシップをとって活躍できるような創造性溢れ
る人材の育成を目指しています。学部教育課程
では、学生各自が入学諸年度より専門学科に所
属し、低学年の間は、物理、化学、生命科学、
電気工学などの学問領域の基礎を学んでいきま
す。そして、各自の軸足となる基礎学力をしっ
かりと修得するとともに、講義や実験を通じて
それぞれの学問分野の専門家としてのセンスや
思考方法を身につけていきます。一方、ひとつ
の学科や専攻の枠にとらわれず、他分野の学問
体系に触れることも創造性に富む研究者・技術
者の育成には重要であると思っています。そこ
で、高学年・大学院には、学科・専攻の壁を越
えた最新の学術分野を学ぶことのできる科目群
制度として「先進融合クラスター制度」を導入
しました。「先進融合クラスター」として、「創
薬科学」、「ナノマテリアル」、「ロボティクス・
システムインテグレーション」、「新エネルギ
ー・環境」、「医工学」が用意されました。
　先進理工学部・研究科は、これまで以上に学
外との連携強化を図って行きたいと考えていま
す。国立精神神経センター神経研究所および理
化学研究所脳科学研究センターとの間で連携大
学院協定を結びました。今後は、民間企業や、
海外の大学・研究機関とのパイプもさらに太く
して、双方向の人の流れがもっと盛んににるよ
うに仕組みをつくって行きたいと考えておりま

トピックス②　2007年総会講演
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す。新学部・研究科のさらなる発展のため、応
用化学科の皆様のご協力を是非お願いいたしま
する。
　早稲田大学理工学部は、来年創設100周年を
迎えます。63号館（仮称）の竣工、地下鉄の開
通など環境整備が着々と進められています。ま

た、100周年記念誌の発行や記念行事の開催な
どが計画されています。「早稲田理工創設100周
年」をともに誇りと喜びともって祝いたいと思
っております。是非、卒業生の皆様にも、記念
行事の企画など積極的にご参加いただきたいと
思います。何卒よろしくお願い申し上げます。

「生命医科学科について」

早稲田大学先進理工学部 生命医科学科主任 武岡真司（新制36回）
　早稲田大学では、本年度
（2007年）理工学部・研究
科を３つに再編しました。
その中で先進的な理工学の
立場から生命科学と医科学

の領域に大きく踏込むため、生命医科学科･専
攻が先進理工学部･研究科に誕生しました。こ
の誕生には紆余曲折がありましたが、大変なご
尽力頂いた竜田邦明先生（理工学研究科長2004
年９月～2006年９月、先進理工学部・研究科設
立準備室室長）をはじめ、多くの関係者の方々
に感謝を申し上げます。また、応用化学を医工
学領域に実践する熱い志をもって常田聡教授と
筆者が応用化学科から異動しました。
　生命の時代と言われる21世紀では、あらゆる
領域の重心が健康、医療、そして環境にシフト
すると言われています。生命医科学科・専攻で
は、最前線の生命科学やバイオテクノロジーを
先端医療の発展や創薬につなげ、医療の現場が
求めている技術ニーズを理工学の研究シーズと
結びつける人材を学部から教育し、この領域の
専門家として輩出します。ここでは、理工力を
擁し、実証実験のための先端技術と知識を習得
させ、生命科学や医科学、医工学の学際領域で
国際的な活躍できる人材を養成します。そし
て、医工連携や産学共同体制の中でリーダーシ
ップを取れるノウハウを身に付けた人材を育成
します。教員は、学際的な教育と研究の実践現
場から必要な知識や技術を教育にフィードバッ
クし、常に新鮮な講義を心掛け、分野の垣根を
越えた融合研究を先ずは同一専攻内で実施しな
がら、早稲田大学の他専攻や東京女子医科大学
をはじめ、多くの医療機関と融合研究の輪を拡
大させて行きたいと考えています。
　具体的なカリキュラムを紹介しますと、生命

現象に関する分子科学の理工学的な理解から生
物学や医学の基礎を学びます。理工系学部の特
色である応用数学、物理化学、物性学、分子工
学を学び、生命科学系科目として、分子細胞生
物学、基礎微生物学、発生生物学、神経科学、
医科学系科目として、解剖組織学、生理学、生
化学、薬理学、ゲノム医科学を学びます。ま
た、バイオインフォマティクスや生物統計学と
いった、生命系に不可欠なスキルを習得しま
す。更に、教員の哲学と研究に触れる１年次の
生医ゼミナールIや社会に触れる３年次の生医
ゼミナールIIは本学科の目玉科目です。また、
学科では実験を重要視した教育を行います。遺
伝子やタンパク質の取扱いや細胞培養・動物実
験の基本操作を身に付け、プロテオミクス・バ
イオイメージング・生理学実験にて先端バイオ
テクノロジーに必要な分析装置の原理や取扱い
方を正確に理解しながら、実験結果を正しく取
り扱うことができる人材を育成します。更に
は、解剖や組織学の実習や、界面活性剤などの
有機合成とその分子集合状態の解析、バイオマ
テリアルの物性と細胞との親和性の解析など、
本学科ならではのユニークな実験といえます。
　生命医科学専攻では、その実践として、遺伝
子や細胞レベルでの生命現象や病気の解明、病
気の診断や治療方法の開発、分子やナノレベル
で医薬品や医療機器などの開発に繋がる研究を
行いながら、独自の研究で自立できる研究者を
育成したいと切望しています。
　理工100周年に当たる2008年春には、東京女
子医科大学に隣接した新キャンパス（河田町キ
ャンパス）に地下２階、地上３階で延べ床面積
１万８千平米の新しい研究棟が竣工し、既に
120号館（早実跡地）に展開している先端科
学・健康医療融合研究機構と並んで、本格的な
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医・理・工学融合研究拠点が完成します。そこ
では、東京女子医科大学の先端生命医科学研究
所（所長　岡野光夫教授）と廊下一つ隔てた近
さで教育と研究の橋が幾つも架かる計画が進め
られています。
　現在、生命医科学科の教員は10名で、４名が
医学部、２名が理学系、４名が工学系の出身で
あり、全員が30歳代から40歳代の国際舞台の第
一線で活躍しているバイタリティー溢れる研究
者です。自ら進んで学際領域の研究を実践しな
がら自信を持って教育研究を指導します。筆者
は、応用化学の教育を受けてきましたが、医工
学や医科学などの学際研究を進める上で、化学
以外の学問の理解や実験技術の習得に苦労をし
ましたし、パイオニアとしての自負はあるもの
の専門領域には常に不安が付きまとっていまし
た。本学科で教育を受けた研究者は、この領域
を出身母体とする新しい世代であり、我々教員
がこれまでの知識と経験を最大限活かして教育
にあたり、毎年50名以上を社会に自信を持って
送り出し続けることで、この世代自らが新しい
活躍舞台を創り新しい潮流となることを期待し
ています。今やライフサイエンスやバイオテク
ノロジーの先端研究が日進月歩で進む中で、健
康の増進と医療の発展に貢献し続けるために
は、理工学的センスを持つ専門家が積極的に関
与することと、社会的関心を常に集めながらイ
ンフラを設備して行くことが不可欠であり、そ
の橋渡し的存在として本学科・専攻の出身者が

責任を果していくことと思います。とはいえ、
本学科・専攻は誕生したばかりで、応用化学会
の様な立派な組織はありません。学生も教員も
様々な不安や悩みを抱えているのも事実です。
常田教授と筆者は、応用化学で学んだ教育、研
究、そして学生の進路指導のノウハウをぜひ生
命医科学にも導入し、発展させて行きたいと考
えています。ぜひ応用化学会の暖かいご支援を
この場を借りてお願いしたいと存じます。
また、本学のURL
(http://www.takeoka.biomed.sci.waseda.ac.jp/)
にもぜひお立ち寄り下さい。

医・理・工連携の研究拠点となる河田町キャンパスの図
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トピックス③　第８回フォーラム講演会
―化学史と共に考える―
日本の化学と化学工業　その離陸は遅かった

　問題提起：日本人にノーベル賞受賞者が少な
いのは、創造性に欠けているためなのか、学校
の教育が悪いのか、などの質問を以前よくマス
コミの人から受けた。白川秀樹、野依良治、田
中耕一と３年続けてノーベル化学賞受賞者が出
たおかげで、このような質問をうけることは減
ったが、日本の化学の進歩は遅かったのかどう
か、私にはひとつの宿題として残った。この講
演の内容は、そのような問題に対して個人的に
考えた一応の答えである。
　鎖国によって外国の情報から遮断されていた
日本が開国して認識した西欧との格差は大きか
った。その差を埋めるために欧米に派遣した留
学生の中から、化学関係では鈴木海太郎、高峰
譲吉など国際的に高い水準の業績を上げた研究
者が輩出した。しかしその後1981年に、福井謙
一がノーベル化学賞を受賞するまでには、かな
り時間がかかっている。それは何故か。その答
えを得るには日本人の科学技術の歴史的な発展
の経過を見る必要がある。
 
１．徳川時代の影響：
　鎖国によって外国との通商を絶ち、限られた
国土、資源で生きてゆくことにした日本は、２
世紀にわたる平和を得た。しかし、その代償は
大きかった。徳川幕府の政策は、技術革新を嫌
い、狭い国土の中で倹約を旨とし、労をいとわ
ず、働くことを評価するものだった。その間に
産業革命を通過したヨーロッパでは、科学技術
が大幅に進歩していた。1853年、浦賀に来航し
た黒船によって太平の眠りからたたき起こされ
た日本は、欧米に追いつくための道を走り始め
た。そして明治維新以後の進歩は確かに目覚し
かった。東洋の新興国日本は、帝国主義時代の
列強の間にあって、国の独立を図るために、富
国強兵、殖産興業政策を強引に推し進めた。廃
藩置県等の政治改革、秩禄返還などの強烈なリ

東京工業大学名誉教授､早稲田大学名誉研究員 山本明夫（新制４回）

ストラを進める一方、地租改正により年貢米制
度から貨幣制度への返還を進め、５年間に
25,000校の学校を作るなど、教育改革も断行し
た。その間、政府の主要メンバーが国をあけ
て、１年９ヶ月にわたり、欧米を歴訪し、各種
制度を実地に見聞してきた。外国の様子を知ら
なければ、日本を運営する方針が立たなかった
のである。
　このような日本の大手術を行なうにあたっ
て、新しい体制を設計する中心になったのは、
佐賀鍋島藩出身の人材だつた。大隈重信、福島
種臣（外務）、江藤新平（法務）、大木喬任（文
部）など、明治新政府の中枢にあって制度設計
を担った人材は、教育熱心な佐賀藩から生まれ
た。幕府を倒すのに活躍した薩長出身者には、
徳川時代に密航して外国に留学した少数者を除
いて、新しい制度を作る指針を示せる人材は少
なかった。
 
２．大学を作るには時間がかかった
　初等教育の改革は早かったが、大学を作るの
は簡単ではなかった。江戸時代には大学という
概念がなかったし、大学で教えられる教師がい
なかった。明治政府は、優秀な若者を外国に送
って、外国の制度、科学、技術を学ばせる一
方、外国人お雇い教師を雇い、高給を払って教
育を依頼した。留学生派遣とお雇い外国人教師
の雇用に、文部省全予算の三分の一を割くとい
う未来への投資を行なった。幸いにも、これら
のお雇い教師の中には、非常に熱心に日本の大
学の理科系教育の育成に努めた人たちがいた。
Dyer, Divers, Wagner, Clarkなどは日本の高等
教育の基礎作りに大きな貢献をした恩人であ
る。
　お雇い教師を外国人留学帰りの日本人教授と
置き換えるには、かなり時間がかかった。また
巨額の軍事予算を支出しながら、大学も充実さ
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せるのは難しかった。開成学校などを中核とし
て東京大学が設立された。1877年から、次に京
都帝国大学が設立されるまでには、20年を要し
ている。その間日本には、大学が一つしかなか
ったのである。京大の次に東北帝国大学、九州
帝国大学が設立されたのは、さらにそれから10
年以上経った日露戦争である。名古屋帝国大学
が設立されたのは太平洋戦争直前の1939年だっ
た。巨額の軍事費を使いながら、大学を充実さ
せる余裕は当時の日本にはなかった。
 
３．大学という人材育成システムがなければ、
研究者も技術者も生まれない。
　研究者として通用するにはそれなりの条件が
必要である。大学制度が充実していない国から
は、多くの優れた研究者が生まれて来ることは
期待できない。日本の経済力が発展し、高等教
育を充実させるには時間がかかった。
科学技術発展の条件：一国の科学技術が発展す
るには、基礎科学と産業の両者が相互にバラン
スのとれた発展をする必要がある。19世紀後半
のドイツや、20世紀前半の米国の発展は典型な
成功例である。ドイツは、19世紀前半には発展
の遅れた農業国だった。それが大きく発展した
のは、J.Liebigなどが始めた科学教育を初めと
する教育訓練の成功による。国家も大学や高等
工業（後に工科大学）に対する助成により、基
礎科学の成長と、訓練された技術者の育成を援
助した。化学関係では、有機化学を基礎とする
染料科学の発展と、それまで使い道に困ってコ
ールタールを原料とする新しい染料の開発によ
り、化学工業が大きく発展し、19世紀後半には
世界をリードした。また新興国米国も、豊富な
天然資源、広大なフロンティアの開発、新技術
開発に対する国民の理解、大学院制度の成功な
どより大きく発展した。
　ドイツは20世紀に入ってさらに、ハーバー・
ボッシュ法による窒素固定の発明により、化学
工業の優位を広げた。しかし、第一次世界大戦
に敗れたため、戦後は困難な時代に遭遇した。
一方、ドイツ以外の世界各国の方も、第一次世
界大戦の勃発によって、ドイツからの化学品輸
入が途絶したため、化学原料の調達に支障が生
じた。中でも日本は、化学工業が未発達で、医
薬品から工業原料、軍用物資にいたるまで、ド
イツからの輸入に依存していたため、輸入途絶

の影響をまともに受けた。
 
４．日本の化学工業の離陸
事例１．化学肥料の国産化：化学工業の重要
性、特に窒素固定による化学肥料製造の重要性
を認識した政府は、東京工業試験所（東工試）
内に臨時窒素研究所を創設してアンモニア合成
の国産化を行なわせた。高温、高圧の化学工業
プロセスの工業化はそれまで経験のない困難な
事業だった。日本の技術者がさまざまな苦労を
経て工業化に成功したこのケースは、国家主導
の大型プロジェクトの成功例である。臨時窒素
研究所は難しい高圧技術の壁を乗り越えるのに
苦労したが、ようやく自力開発に成功し、当時
のベンチャー企業である昭和肥料がその工業化
を請け負った。工業化に当って政府は製造装置
の国産化を奨励したので、神戸製鋼所、日立製
作所、芝浦製作所などの鉄鋼、電気、化学機器
メーカーが名乗りを上げ、機械設備の95％が国
産された。各社は外国製品に劣らぬ装置を作り
出し、この時期に外国技術に依存せずに自立す
る自信を付けた。
　一方、これとは別に日本窒素、旭化成の創業
者である野口遵らのベンチャー起業家は、ハー
バー・ボッシュ法の変形であるカザレー法特許
の購入などを通じて、アンモニア合成の工業化
に成功した。こちらは、慧眼な技術者の迅速な
対応による技術導入の成功例である。野口らは
さらに次々と事業を拡大し、彼の率いるグルー
プは、短期間に日窒コンツェルンとして大きく
発展した。野口らは、朝鮮北部に一大化学工業
コンビナートの建設を構想し、そのため鴨緑江
をせき止めて日本海側に流す大発電所を建設
し、その電力を利用する計画を実現した。この
プロジェクトは、有名に米国のＴＶＡに匹敵す
る工事であり、現在でも北朝鮮などの電力事業
と化学工業の基礎となっていると思われる。こ
の時期に実現した化学肥料の生産は世界第２位
に達した。
事例２．レーヨン工業の発達：一方、この時期
に発達した工業としては、レーヨン工業があ
る。外国からの技術導入により急いでレーヨン
製造を工業化した野口遵、自力開発にこだわっ
て工業化を実現した帝人の創業者、久村清太、
その協力者である米沢高等工業教授秦逸三など
の活躍があり、短時日の間に日本のレーヨン生
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産は世界のトップになった。
日本の化学工業の離陸を支えた条件：この時期
になって日本の化学工業が自立できた大きな理
由は、理科系人材の養成がようやく軌道に乗っ
たためであると考えられます。
　科学技術力が充実するためには、産、学、官
されざれに人材がいなければならない。また、
高等教育システムが整備され、研究を含めて仁
沿い育成がうまく機能することが必要である。
人材もトップクラスだけではなく、それを支え
る中堅層、さらに研究、開発、生産を支える補
助者、技術者、労働者の数と質が問題になる。
技術者、技能工の養成、理化学機器メーカーの
育成―手島精一の貢献：日本の化学と化学工業
の離陸期に当って、それを蔭から支えた人物、
手島精一の貢献はもっと評価されてもいい。手
島は東京工業大学の前身である職工学校の校長
として工業技術教育に貢献したばかりではな
く、全国の高等工業学校教育者の養成に貢献
し、さらに工業技能者の養成、理化学機器メー
カーの育成、科学博物館の運営等に努力した。
彼の貢献は、日本の工業技術の土台を固める上
で大きな影響があった。
事例３．ナイロンショックの影響：絹製品の輸
出、レーヨンの輸出によって外貨を稼ぎ、原料
の購入と戦費の調達に当てていた日本は、1938
年米国におけるナイロンストッキング発売のニ
ュースに揺さぶられた。空気と水と石炭から作
られた、「くもの糸のように細く、鋼鉄のよう
に強く、絹のように弾力性があって美しい合成
繊維」ナイロンの出現は合成繊維時代の幕開け
を告げる発明であった。これに対して荒井渓吉
の発議により、1941年に官民の出資による日本
合成繊維研究協会（高分子学会の前身）が設立
された。その後の研究活動により、桜田一郎ら
の新繊維ビニロン（ポリビニルアルコール系）、
神原周らのシンセン（ポリアクレロニトリル）
などの成果が生まれ、日本の高分子化学は世界
の潮流に乗り遅れることなく、戦後につながる
ことが出来た。
　戦争中は、基礎研究の発展は阻害されたが、
軍事研究には軍からの研究費の支援があり、多
くの研究者は戦争に動員されることなく、生き
延びた。また、徴兵延期や、大学院特別研究生
（特研生）制度などの理工系温存政策により、
理工系人材はある程度温存された。

戦後の復興と高度成長：1945年、日本は戦いに
敗れ、国土は焦土と化したが、その後の復興と
経済成長は目覚しいかった。それを可能にした
一因としては、人材育成のシステムが出来てい
て、そこに理工系の人材が戦争中も温存されて
いたことと、産業界からの理工系学生定員を急
速に増やしたことなどがあげられる。
 
結論：歴史の教訓は、一国の科学技術が発展す
るために、人材養成のシステムがいかに重要か
を示している。また、社会の支援は発展の鍵で
ある。悪条件の中でわれわれの先任の払った努
力は尊敬に値する。
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１　日本化学会編「日本の化学百年始―化学と
化学工業の歩み―」東京化学同人（1978）。

２　山本明夫、化学と教育、51,447,511,574
（2003）；現代科学、2004年１月、２月、３
月、４月号（2004）；化学経済、2005年４月、
５月、６月、７月号（2005）；化学と工業
（連載中）「化学と工業、西、東」（2007）。
３　化学史学会編「20世紀の日本の化学技術―
21世紀が見えてくる―」ティー・アイ・シ
ー、（2004）。
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「最先端を、最前線へ。」
会社名：株式会社日立ハイテクノロジーズ
所在地：東京都港区（本社）、全世界に87事業所
社員数：10,300人（連結、2007年3月末日）
売上高： 9,516億円（連結、2006年度）
主事業：ハイテクソリューション事業
（電子デバイスシステム/ライフサイエンス他）

　日立ハイテクは、日立製作所の計測器グルー
プならびに半導体製造装置グループと、日製産
業の統合により、2001年に誕生した会社です。
弊社はメーカ機能と商社機能を併せ持つことに
よる製造・販売・サービスの一体運営を強みと
し、「最先端を、最前線へ。」をテーマに、ハイ
テクソリューション事業におけるグローバルト
ップを目指しています。なお、弊社の海外取扱
高比率は現在60%以上となっており、世界24ヶ
国、59ヶ所に拠点を置いています。一方、日本
国内では28ヶ所の拠点(うち製造事業所4ヶ所)
があり、また、東証・大証にて一部上場してい
ます。現在弊社には６名の応化ＯＢが所属して
います。各人とも、学生時代の経験を活かし、
日々元気に活動しています。今回は、以下３点
をもとに、弊社について紹介いたします。

１．ナノテク製品で国際社会の価値創造に貢献
　日立ハイテクは自社開発製品として、電子デ
バイス関連では半導体評価・製造装置や電子顕
微鏡、ライフサイエンス関連では臨床用分析装
置やＤＮＡシーケンサ、質量分析装置といっ
た、多数のナノテクノロジー関連製品を製造し
ています。特に、半導体検査用測長ＳＥＭ、臨
床用生化学自動分析装置、ＤＮＡシーケンサは
世界トップシェア製品として、国際社会の価値
創造に大きく貢献しています（図１）。現在、
上記トップシェア製品は、那珂事業所(茨城県
ひたちなか市)にて設計・製造を行っています。
那珂事業所には研究開発本部も設置しており、

既存ビジネスにおける技術革新を進めるととも
に、新たなビジネスの創出に積極的に取り組ん
でいます。

２．現場重視の経営で企業活動を加速化
日立ハイテクは、現場を重視した経営を行って
います。この現場とは、製造現場に限らず、人
間が活動している場すべてを指します。経営者
が多く現場に出ることにより、経営者は現場の
課題を素早く把握し、必要な指示をその場で直
接与えることができます。また、直接的な対話
によって、一方的な強制目標ではなく、納得目
標として現場と共有することが可能となりま
す。一方、現場側としても、直接指示を受ける
ことによって、事業の全体像や自らの業務の意
義を理解し、より積極的に業務に臨むことがで
きます。このような現場重視の経営が、企業活
動の加速化を実現し、市場へのタイムリーなソ
リューション提供につながると考えています。

３．呼称の工夫で風通しの良い社風作り
日立ハイテクでは、社内での呼称の際、社長や
部長等の職位名を用いずに、「さん付け」で呼
ぶことを推奨しています。新入社員が幹部を呼
称する際でも、「～さん」と呼びます。不思議
なことに、呼称一つで会社の雰囲気は大きく変
わり、風通しの良さが向上します。特に、若手
社員からの意見が、より率直に上司に伝わるよ
うになっています。このような取り組みを通し
て、より明るく元気な会社を目指しています。

以上、弊社に少しでもご興味を持って頂ければ
幸いです。ぜひ一度、弊社までご訪問下さい。

大林　秀仁　（代表執行役 執行役社長、新17宮崎研、工博）
今井　健太　（医用システム第二設計部、新52逢坂・本間研）

半導体検査用測長ＳＥＭ ＤＮＡシーケンサ

臨床用血液自動分析装置（生化学・免疫統合タイプ）

図１　日立ハイテクの世界トップシェア製品

マイカンパニー：㈱日立ハイテクノロジーズ新コーナー
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活性化委員会便り　総括

活性化委員会 委員長　中川文博（新制７回）

　活性化委員会が正式に発足してから３年経ち
ました。当初足掛け１年半くらいで応化会の組
織の中に常設化しようとした活性化委員会も、
活動を展開していくにつれ課題（ニーズ）が多
くなり、今後の委員会のあるべき形は各委員会
の最近の下記活動状況も踏まえ、考えてみたい
と思います。

１：基盤強化委員会
⑴新たな個人情報管理システム
　個人情報に関する文部科学省の見解に沿
い、情報管理専用のパソコンを導入し、セキ
ュリティー機能が付与された「セキュア桐」
を使用した新システムに完全に切り替えた。
使用にあたっては、事務局長に全権を与え、
データの漏洩や改竄に安全かつ操作性のよい
システムが構築された。なお、会員名簿が発
行される場合に備えてデータの整備を開始し
た。
⑵新たな同期会の開催の動きと秋の応化会ホー
ムカミングデーの開催計画
　評議員会等を通じて同期会の結成、懇親会
の開催を呼びかけてきたところ、これまでに
昭和47年卒と平成４年卒が開催し、また今年
の11月には昭和54年卒が初回同期会を開催す
る。さらに新たに「応化会ホームカミングデ
ー」を設け、今年の11月３日（土、祝）の午
後、理工学部53号館403、404教室で開催す
る。今年は昭和53、58、63、平成５年卒を対
象に案内状を出し、各地から多くの卒業生が
集まることを期待している。
⑶応化会中部支部創設の検討
　関西支部につぎ、愛知、三重、岐阜３県に
在住する会員（180名）を組織化し、中部支
部創設の検討を始めていたが、10月５日発起
人委員会開催、来年の２月応化会中部支部創
設大会が開催される見通しとなった。

２：交流委員会
⑴講演会
第７回　平成19年３月31日　平沢　泉　早大
主任教授「理工学部再編」
第８回　平成19年７月31日　山本明夫　東工
大及び早大名誉教授「化学史と共に考える
―日本の化学と化学工業　その離陸は遅か
ったか」
　山本先生の講演会参加者は116名で、内学
生の参加は61名と非常に多く、学生の動員に
は教室側の力添えが大きい。

⑵応化演習特別講義
　昨年の交流委員綱島講師の「今後の人生に
対する助言と指針」に続き今年は交流委員の
平林氏が講師を務める。

⑶学性就職支援新企画「企業と学生の対話シリ
ーズ」開催
　企業ガイダンスを単なる「受身」から企
業・学生の対話へ「能動的」に進展させるべ
く、産業界、商社で活躍の応化OBが来場、
各社ごとの全体説明の後個別のブースで学生
と対話が出来る場を設けた。
　参加企業は32社で、開催日は、
 ８/27　10社　　９/６　６社
 ９/13　９社　　９/22　７社
　８/27の実績
　参加企業10社　学生83名
　15時から各社５分の会社説明の後、16時か
ら各社ごとの対話に移ったところ各ブース共
熱気に包まれてなかなか終わらず、18時終了
の合図で漸く終了した。なお、学生が集まら
ないブースはなかった。
　学生の動員には携帯メール配信に加え教室
側の積極的なPRが力となった。
　応化会の存在を学生が実感できる契機とな
ったのは収穫である。応化会HPに速報を順
次掲載してあります。
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３：広報委員会
⑴ホームページの充実
　①魅力ある情報の発信
　人気の「先生への突撃インタビュー」
「様々な分野で活躍する卒業生」「学生部会
活動状況」の継続

　②ホームページの効率的な運用及び全面リニ
ューアル
　就職支援や進路相談など学生の関心の高
いイベント、現役OBに役に立つ有益な情
報など、学生や現役OBの視点に立つ企
画・編集に重点を置く。

⑵ホームページの自主的な運用管理体制の確立
　現在は長谷川委員長の会社にかなりご負担を
かけているが、できるところから少しずつ自
主運営に変えているものの、HP掲載等専門
的な知識とスキルを持つ人材が身の回りの人
材には見当たらず、今後の大きな課題であ
る。
⑶応化会、各活性化委員会の活動支援
 
４：募金委員会
⑴寄付金合計：８月29日現在　1820万円
⑵協力者　　：個人388名　団体20件102名　　

合計　490名
⑶応募依頼状：04年11月～07年６月12日まで、

10回約3000通
　応募依頼状は、経済環境を考慮して原則50
歳以上に絞った。
⑷募金の年齢分布
　70代 60代 50代 40代 30代
　56.0％ 23.5% 8.5% 9.0% 3.0%
⑸今後の方針
　今年11月を以て３年となるので、積極的応
募活動を終了する。終了するに当たりこれま
での協力者に御礼とお願い状を出して、最終
目標とする2,000万円の達成を期待する。
 
５：むすび
　応化会事務局関連の諸手続き等については、
各種会則、細則、マニュアル類が整備されてル
ール化され、会員の個人情報管理システムが確
立されて、かなりの会員の動静を正確に把握で
きるようになり、会員の移動に伴う手直し等は
アルバイトで150時間／年で出来るまでになり
ました。

　応化会の組織については、同期・同門・学生
評議員の活躍、新たに同期会を開催する期に対
する支援策の効果、中部支部創設の動き、就職
フォーラム・企業と学生の対話シリーズ開催に
よる先輩と後輩の意識の覚醒等を通じ会員相互
の絆は着実に強くなっている。組織が強化され
れば財政面でも好結果が出ると期待しておりま
す。
　広報活動は今後も内容を充実しつつ各委員会
活動を支援していき、募金委員会は皆様のご協
力により奨学金受給者は10名となり、近々目標
を達成し、委員会の使命を終えます。
　現在、各委員会は各種課題を消化したり、新
たな課題に取り組んだりしており、これからは
学生を積極的に支援することも大きな柱に据
え、現委員会を活動に合ったものに再編する必
要があります。この場合、活動の活性化を持続
させていくには、現状の体制がよいのか、応化
会の中に常設化するかは、皆様と十分議論を重
ねて決めたいと思います。
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今ここで頑張っています新コーナー

“ダイバーシティー” …今この「応用化学会
報」を読んでくださっている皆様の中には “無
線技術分野の受信アンテナ” をぱっと頭にうか
べる方もおられると思います。Wikipediaによれ
ば、「多様性（ダイバーシティ）とは、幅広く
性質の異なるものが存在すること」として生態
学や社会学の分野で使われています。現在の勤
務先である日産では「持続的成長に不可欠な経
営戦略であり、性別・国籍・文化・年齢・ライ
フスタイルといったさまざまな背景を持つ個々
人の考え方や価値観の違いが新たな視点・アイ
デアを生み出し、それがぶつかり合うことによ
り企業としての競争優位になる」と考えていま
す。その専門組織の発足した2004年に着任しま
した。
　応用化学と現在の業務とは一見つながりはな
いようですが、思い返してみると、逢坂先生の
研究室に入れて頂いた時から異質なものとして
の人生を歩んできたのかもしれないとも思えま
す。研究室のドアをノックした学部３年の時の
光景を四半世紀たった今でもはっきりと覚えて
います。「この研究室は女子はダメなんだよ」
と先輩が親切に言ってくれました。確かに先代
の教授時代は男子学生のみでした。「まあ、い
いんじゃない」という逢坂先生の一言で女性第
一号として研究室での生活が始まりました。先
生や院生の先輩、同級生も扱いに困ったことも
あったかもしれませんが、「異物」を包容し育
てていただきました。就職にあたっても、男女
雇用均等法以前のことでしたから「前例のな
い」ことだらけの中で関係者の皆様にお願いを
しまくりました。当時貴重な男女同一処遇の企
業であった沖電気を推薦してくださった先生や
「研究所でなく、海外部門に行きたい」との無
理難題を受容れ、ハイリスクを抱えながら対応
してくれた関係者の皆様には本当に感謝してい

ます。
　その後も日本企業の第一次グローバル時代の
海外人事という、当時はメーカーでは珍しかっ
た領域の立上げにも参画しました。この時も、
メーカーにおいての技術バックグラウンドがビ
ジネスの状況の理解、社員、特にエンジニアへ
のサポートという観点で思いのほかベースとし
て役立ってきたのではないかと考えます。
　その後の米国海外駐在や外資系でのコンサル
タントとしての仕事、そして家族での欧州での
勤務も経験することができました。現在の職務
も、男性社会といわれてきた日本の自動車メー
カーにおいて女性で、中途採用者でニューヨー
クやロンドンでの勤務経験といった多様なバッ
クグランドを活かしつつ、グローバルな市場の
多様なお客様のニーズに社員の多様性を活かし
てより高い価値を提供すべく日々奮闘していま
す。
　地球が “せまく” なり「国際」という言葉す
らあたり前過ぎる昨今、日本においてもいよい
よ多様性（ダイバーシティー）が必然になって
います。母校の早稲田大学、その卒業生や在校
生の皆さんと共に狭くなった地球を舞台に頑張
っています。

多様性（ダイバーシティー）…「異質」を糧に

日産自動車㈱ダイバーシティーディベロップメントオフィス室長
吉丸由紀子（新制32回）
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応化教室近況

　４年振りで早稲田に戻って参りました。西出
宏之教授と共に、高分子化学部門を担当させて
頂きます。平２卒、平４修、平７博（土田西出
研）、応化助手、米Caltech研究員、理工総研講
師、東京理科大学助教授などを経て、本年４月
より現職です。勝手を熟知している大久保キャ
ンパスですが、これまで多くの先生方にご指導
いただいたことが思い出され、65号館に入ると
緊張で身が引き締まります。
　学生時代は、土田英俊先生、西出先生のも
と、酸化重合による芳香族系高分子合成に関す
る研究テーマに取り組みました。当時酸化重合
班の班長だった山元公寿先生（現慶大）や、部
屋長の武岡真司先生（現生命医科学科）、直上
の寺境光俊先輩（現秋田大）の号令下で鍛えら
れました。学位取得後も暫く早稲田で修業させ
ていただき、土田先生が代表を務められた
CREST「オキシジェニクス」ほか多くのプロ
ジェクトへの参加や、Anson研（Caltech）と
の共同研究など、大切な経験を積むことができ
ました。この間、重合触媒の電子移動過程の解
明を目指して、専門分野のほか電気分析化学や
Ｘ線結晶解析なども勉強し、多くの論文をまと
めました。西早稲田キャンパスで行われた日本
化学会125周年記念式典では、天皇陛下に拝謁
する機会まで頂戴しました。陛下が若手研究者
との対話を所望され、西出先生のお計らいで日
化進歩賞受賞者からメンバーが選抜されたとの
こと、竜田邦明先生が司会を務められたお茶会
にて、大変貴重な経験をさせていただきまし
た。
　この数年は理科大で、燃料電池やセンサー等
の電極触媒として役立つ高分子について、文科
省科研費若手研究Ａほか複数の基盤研究、
NEDO技術開発プロジェクト等の代表者として
予算獲得し、主に応用分野の研究に取り組んで
おりました。着任を機会に、電気の貯蔵や光エ
ネルギー変換に役立つ高分子を新しく設計・合
成し、固体としての性質を基礎から調べる研究

を始めました。高密度レドックス分子を用いた
有機電池やキャパシタなど、高分子ならではの
特徴を生かせる新しい有機エレクトロニクス材
料の創出を狙っています。科研費特定領域・基
盤研究代表者として、また、西出先生が代表者
として推進されている基盤研究Ｓなど多くの大
型プロジェクトの分担者として、鋭意研究を開
始しております。
　応用化学科には、実は親子二代でお世話にな
っております。父（正彦、昭34卒、篠原研）か
らは、イオン交換膜の実験中に注射器から飛散
した硫酸が目に入ったとか、測定の合間に碁盤
や雀卓を囲んだとか、篠原先生の奥様からケー
キの差し入れをいただいたというような楽しい
話を子供のころに聞かされ、化学系の研究室に
興味を持つきっかけになりました。入学式の後
すぐに研究室に伺い、土田先生から培風館『高
分子の科学』を手渡され、西出先生に一言激励
されたことが原点になりました。
　高分子化学部門の伝統を継承しながら、機能
を切り口として基礎に踏み込もうとする考え方
を深く学び、新しい高分子の合成と物性開拓に
専心努力して参ります。お近くにお越しの際は、
是非お気軽にご連絡いただければ幸いです。
電話 03-3209-3211（内線3317または6656）、
Fax 03-3209-5522、
メール oyaizu@waseda.jp、
研究室
http://www.appchem.waseda.ac.jp/̃polymer
です。よろしくお願い致します。

新任教員紹介
小柳津　研一（新制40回）
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■分離技術会2007　学生賞受賞
神代瑞希　君（先進理工学研究科　応用化学専攻　平沢研　Ｍ２）
（2007年6月7日～8日、名古屋工業大学で開催された分離技術会2007）

■2006年度JPIJSポスター最優秀賞
「ペロブスカイト型酸化物を用いた水性ガスシフト反応用触媒」
高松　遙　君（菊地松方関根研究室　M1）

■第9回化学工学会学生発表会（東京大会）優秀賞
直腸温を用いた死亡時刻推定法の開発
宍戸　圭介　君（応用化学科4年/酒井・小堀研究室）

●「第9回化学工学会学生発表
会（東京大会）優秀賞」とは
　2007年度 第9回化学工学会学
生発表会（東京大会）において
口頭発表された演題の中から、
特に優れた研究発表に対して贈
られる賞です。

●受賞理由
　直腸温の死後経時低下に着目することで、工
学的アプローチにより死亡時刻を推定すること
を検討しました。ボタン型温度計で連続測定さ
れた直腸温と外気温を用いることで、高精度で

死亡時刻を推定できるプログラムを作成したこ
とが評価されて受賞となりました。法医学の新
たな道具となる死亡時刻推定法として期待され
ます。
●受賞コメント
　この度は、栄えある優秀賞を受賞することが
でき、大変光栄に思っております。ご指導くだ
さいました酒井清孝教授をはじめとする先生
方、研究室の方々に深く感謝いたします。この
賞を励みに、さらに努力していきたいと思いま
す。

☆酒井・小堀研究室

■「JCerSJ（日本セラミックス協会学術論文誌）優秀総説賞受賞」
森 勇介氏（応化OB）、菅原 義之教授（応化）の共著論文

　森　勇介氏（応化OB/現職：旭硝子株式会社
中央研究所無機化学材料ファンクション）と菅
原 義之教授（応化）の共著論文がJournal of 
the Ceramic Society of Japan（日本セラミッ
クス協会学術論文誌）2006年優秀総説賞を受賞
いたしました。
　この論文は、有機―無機変換プロセスの基礎
から、様々な非酸化物系前駆体の作製技術、お
よび窒化アルミニウム（AlN）セラミックスへ
の変換メカニズムまでを体系的にまとめており
ます。同分野のみならず他の自然科学や工学に

携わる実験・理論研究者が、セラミックスにお
ける有機―無機変換プロセスを知る上で大変貴
重な総説であるとの非常に高い評価を受けてお
ります。

☆日本セラミックス協会
☆菅原研究室

受賞〈応化会ホームページより〉
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■「第23回日本ＤＤＳ学会　優秀ポスター賞」
秋元　淳 さん （応化Ｄ１/酒井・小堀研究室） 

オリジナリティ、有用性、現実性、明瞭性にお
いて優れた研究発表に対して授与
●優秀ポスター賞とは
　13人の審査員が選考し、各演題分野から特に
優れた演題に対して与えられる。本年度は約80
数件の演題の中から8件選ばれた。
●受賞理由
「温度変化を利用した温度応答性高分子ミセル
の細胞内移行制御システムの構築」の研究発表
がオリジナリティ、有用性、現実性、明瞭性に
おいて優れた演題であると認められたため。

●受賞コメント
　この度は、栄えある賞を頂き誠に光栄に思っ
ています。ご指導頂きました酒井清孝教授およ
び研究室の方々、また共同研究先の東京女子医
科大学・先端生命医科学研究所所長の岡野光夫
教授、中山正道助教、ならびにスタッフの方々
に、この場を借りて厚く御礼を申し上げます。

☆酒井研究室

■化学工学会第39回秋季大会　ポスター賞
2007年９月13日～15日、札幌、北海道大学
修士２年　松川　裕章［Hiro-matsukawa@ruri.waseda.jp］ 

グローバルCOE
早稲田大学グローバルCOEプログラム
「実践的化学知」教育研究拠点

拠点リーダー　黒田一幸（新制24回）
　21COEプログラムの後継として、本年度か
らグローバルCOEがスタートし、化学・材料
科学分野で本学の提案が採択された。
　平成14年度からの「21世紀COEプログラム」
では、国際競争力のある大学・国際水準の教育
研究拠点形成を国が重点的に支援してきた。本
学は「実践的ナノ化学教育研究拠点」（拠点リ
ーダー：竜田邦明応用化学専攻教授）として参
画し、多くの成果を挙げてきたことは、会員の
皆様もよくご存知のことと思う。
　グローバルCOEプログラムでは、より厳選
された拠点により多くの資金を集中すること
で、若手研究者の育成機能の強化と、国際的に
卓越した教育研究拠点の形成を図るもので、本
学申請の「実践的化学知」教育研究拠点は、応
用化学専攻を中心とし、化学・生命化学専攻・
生命医科学専攻などに所属の教員により構成さ
れ、当該分野では私学唯一の拠点となった。
　研究面では、材料やデバイス開発につながる
「メソスケール化学」を展開する。本学の応用

化学を特徴付ける「実践的」な化学を根底に、
ナノ化学と生活あるいは素材をつなぐ中間スケ
ールの化学を展開することが必要である。21世
紀COEで確立したナノ化学を起点に、メソス
ケール複合化学の実践を本拠点は目指してい
る。若手研究者の参画のもと、化学の隣接分野
を取り込みながらメソ化学の学問領域を開拓
し、化学・材料科学分野の世界拠点の１つにな
ることを目標としている。
　大学院教育のグローバル化が大学改革の一つ
の重要課題となっており、本拠点では、国際的
な連携を通じ、博士修了者の国際水準の保証と
経済支援体制を確立する。気鋭の教授を海外か
ら招き、博士課程学生の研究アドバイザーと
し、さらに広い視野での指導を実践する。特
に、博士学位論文の審査では、副査として招聘
した欧米教授の前で英語によるプレゼンと質疑
応答を行うなど、欧米と同等の形式で審査する
こととしている。世界にそのまま通用できる博
士を、拠点としてふさわしい質と量を実現すべ
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新博士紹介　2006年度博士号 (工学) 授与 (平成19年３月）　〈応化会ホームページより〉

足利　欣哉（主査　逢坂　哲彌教授）　
博士論文　「ゾルゲル法によるストロンチウ
ムビスマスタンタレート薄膜を用いたキャパ
シタの集積化に関する研究」

嵯峨　幸一郎（主査　本間　敬之教授）
博士論文　「超LSIプロセスにおける化学汚
染の制御」

高村　実（主査　逢坂　哲彌教授）
博士論文　「超耐摩耗性カーボン材料のプリ
ンター活字への応用」

森　勇介（主査　菅原　義之教授）
博士論文　「有機‐無機変換プロセスを用い
た窒化物及び窒化物コンポジットの作製」

新井　敏（主査　武岡　真司教授）
博士論文　「水素結合部位を有するポルフィ
リン誘導体の合成と集合体形成挙動の解析」

小川　武人（主査　酒井　清孝教授）
博士論文　「オクタノール液膜の電気振動の
モデリング」

倉田　崇（主査　西出　宏之教授）
博士論文　「ホール輸送性ポリ（ニトロキシ
ドラジカル）の合成と有機電子デバイスへの
応用」

島田　拓哉（主査　本間　敬之教授）
博士論文　「無電解析出プロセスにおける還
元剤反応機構の理論的解析」

田中　学（主査　西出　宏之教授）
博士論文　「ナノ寸法ラジカル高分子の合成と
微細加工基板上への配列」

宮坂　悦子（主査　平沢　泉教授）
博士論文　「超音波を用いた冷却晶析における
一次核化制御に関する研究」

島村　和彰（主査　平沢　泉教授）
博士論文　「難溶解性リン酸塩の晶析現象を
利用した下水からのリン回収プロセスの開発」

阿閉　友保（主査　武岡　真司教授）
博士論文　「メトヘモグロビンのペルオキシ
ダーゼ活性を利用したヘモグロビン小胞体の
メト 化抑制系の構築」

く、今後年間50名の博士学位取得者の輩出を目
標とし鋭意活動している。
　上記目標達成のために語学力養成にも注力
し、化学英語の徹底した訓練、合宿形式での実
践的英語講座、米国ミシガン大学での「実践的
化学英語講座」などを重層的に展開し、研究者
としてのコミュニケーション力、プレゼン力を
強化する計画であり、既に今夏も上記訓練を実
施済みである。
　若手研究者の雇用と支援や、産学・海外との
連携による実践研究の訓練、責任ある研究者の
育成、一流の研究機関や大学・企業研究所など
への転出を支援するキャリアパス支援などさま
ざまなプログラムも用意し、システマティック
なプログラムの中で博士課程学生を訓練し、世
界に通用する博士の輩出を目指している。
　グローバルCOEでは、海外一流大学との協
定締結、海外拠点の確立などの取り組みを加速

させ、海外拠点との交流がより恒常的に行える
体制を整える予定である。海外拠点を拡充し、
各拠点の研究者とリアルタイムで議論できる環
境も整備する予定である。協定先から研究者を
雇用・招聘しつつ、若手研究者を海外に派遣
し、国際的な視野での人材交流と共同開発を効
率的に行える、まさに世界のCOE (Center of 
Excellence)として本拠点が機能することを目
指している。「実践的化学知」創出に向けた国
際シンポジウムや、重層的な情報発信をしなが
ら、世界拠点としての知名度を向上させ、国際
的な魅力あふれる拠点になることを目指してい
る。
　本プログラムを今後展開していく上で、特に
実践的化学研究を推進する上で、民間企業ご所
属の会員皆様のご支援・ご協力を必要としてお
り、次世代の中核となる人材養成に是非ともご
支援賜りたく、よろしくお願い申し上げる。
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岩崎　勇一郎（主査　桐村　光太郎教授）
博士論文　「新規な芳香族化合物変換酵素の
機能解析と有用芳香族化合物生産への応用」

岩永　進太郎（主査　酒井　清孝教授）
博士論文　「親水性ナノバイオ界面の構築と
生物学的応用を目指した細胞アレイの作製」

岸田　直裕（主査　常田　聡教授）
博士論文　「実時間制御法およびグラニュール法
を用いた生物学的栄養塩除去プロセスの開発」

近藤　貴志（主査　常田　聡教授）
博士論文　「汚泥減容化・リン回収を組み込ん
だ新規排水処理システムの開発と機能解析」

佐藤　大（主査　木野　邦器教授）
博士論文　「ミノ酸リガーゼの特性解析とD-
アミノ酸ペプチド合成プロセスの開発」

須賀　健雄（主査　西出　宏之教授）
博士論文　「酸化還元ラジカル高分子: 合成
と有機二次電池への展開」

多胡　貴広（主査　西出　宏之教授）
博士論文　「酸塩基高分子電解質の合成と非

奨学金選考状況〈応化会ホームページより〉

第３回（2007年度）応化会給付奨学生
　５月12日開催の推薦委員会の推薦に基き、５
月24日の教室会議での審議の結果、以下の４名
の給付奨学生が決定しました。

　皆様の絶大なご協力を得て、募金活動も最終
目標の2,000万円達成に向けて順調に推移して
おり、この度より当初の目論見である年間４名
への給付が可能と成りました。今後とも４名を
上限として、本制度の趣旨に沿う学生の選抜、
支援を続ける所存です。皆様のご理解とご協力
を切に要望します。
　尚今回より平林　浩介、細田　拓両推薦委員
の参画を得、此れまでの里見委員長、平沢応化
主任、柳澤、速水、河村委員共々合計７名の委
員で審議を行いました。各人との面接は平均30
分、その後検討会を行い５名の申請者の中から
４名を選びました。

　約４時間を要しましたが、趣旨に沿った将来
性豊かな学生を選抜出来たと確信しておりま
す。 （平成19年５月29日河村記）

平成19年度(2007年度)応化会奨学生

高橋　信行　君
（黒田研　Ｍ２）

福田　知広　君
（竜田研　Ｍ２）

小保方　晴子　君
（常田研　Ｍ２）

中嶋　聡　君
（西出研　Ｍ２）

水膜でのプロトン伝導」

田原　聖一（主査　菅原　義之教授）
博士論文　「イオン交換性層状ペロブスカイ
トのインターカレーションおよびグラフト反
応を利用した無機-有機ハイブリッドの合成」

長谷川　円（主査　逢坂　哲彌教授）
博士論文　「サブマイクロメートル銅配線形
成のための電気化学的銅析出とその機構解析」

久保 暢宏（主査　本間敬 之教授）
博士論文　「シリコンウェハ表面の電気化学
的解析と反応活性制御の応用による新規ナノ
ファブリケーションプロセスの開発」

山内 悠輔（主査　黒田　一幸教授）
博士論文　「リオトロピック液晶相を用いた
メソポーラス金属及び関連するナノ材料の合
成と構造」
　

吉野正洋（主査　逢坂　哲彌教授）
博士論文　「自己組織化単分子膜修飾を用い
た無電解析出薄膜」
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若手の頭脳新コーナー

微生物酵素を利用したアミノ酸誘導体
合成プロセスの開発

助手　佐藤 大（新制53回）
１．研究内容
　アミノ酸は、生物の栄養素や生物の活動を担
うタンパク質の構成成分として、多様な生理機
能を有する化合物である。このようなアミノ酸
から合成されるD-アミノ酸やペプチドなどの
アミノ酸誘導体は、医薬品のリード化合物や機
能性食品・材料として注目されており、その効
率的な合成法が求められている。
　生物細胞では、様々な酵素がアミノ酸の変換
を極めて効率的に行っている。特に微生物は多
様性に富む生物種であり、有用な酵素の宝庫で
ある。また、近年のゲノムプロジェクトの成果
として、500種以上の微生物のゲノムが決定さ
れており、酵素遺伝子源としても利用が容易で
ある。このような背景のもと、筆者は、微生物
酵素を利用したアミノ酸誘導体合成法の開発に
取り組んでいる。

① 低基質特異性アミノ酸ラセマーゼの改変
　細菌Pseudomonas putidaが有する低基質特異
性アミノ酸ラセマーゼにランダム変異を導入
し、酵素改変を行った。変異酵素のスクリーニ
ングから得られた改変酵素は、野生型酵素の20
倍のトリプトファンラセミ化活性を有してい
た。トリプトファンラセマーゼは、これまでに
報告がなく、この改変酵素はトリプトファンラ
セミ化活性を有する初の酵素となった。

② D-アミノ酸ジペプチド合成法の開発
　細菌の細胞膜生合成の過程で、D-アラニンの
連結を触媒するD-アラニン-D-アラニンリガーゼ
（Ddl）という酵素が知られている。微生物ゲノム
情報から選択した、数種類のDdl のホモログの
基質特異性を評価し、好熱性細菌Thermotoga 
maritima由来のDdl がD-アラニン以外のD-アミノ
酸に対しても活性を有することを初めて明らかに
した。本酵素の機能を利用することで、補酵素
の再生システムなどを組み込んだ、効率的なD-
アミノ酸ジペプチド合成法を構築した（図2）。

図1. 微生物酵素を利用したアミノ酸誘導体合成

図2. Ddl を利用したD-アミノ酸ペプチド合成法

２．今後の展開
　ドラッグデリバリーシステム担体などへの利
用が期待される機能性ポリマーである、ポリデ
プシペプチドに注目している。ポリデプシペプ
チドは、乳酸のようなオキソ酸とアミノ酸から
成るペプチド様化合物である。そのため、これ
までのD-アミノ酸ジペプチド合成法を発展さ
せることで、ポリデプシペプチド合成法が開発
できると考えている。現在は、ポリデプシペプ
チド合成に必要な改変Ddl の創製と新規酵素の
探索に取り組んでいる。

３．発表論文
Sato, M., Yoneyama, M., Kirimura, K., Kino, 
K.,Synthesis of DL-Tryptophan by Modified 
Broad Specificity Amino Acid Racemase from 
Pseudomonas putida IFO 12996., Appl Microbiol 
Biotechnol., 73(6), 1299-1305 (2007)  他２報

平成15年度応用化学科卒業、平成19年３月応用化学専攻博士後期課程修了博士（工学）
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卒業生近況

同期会〈応化会ホームページより〉

■新制８回（昭和33年卒業）クラス会開催
　われわれ新制８回生はクラス会を毎年３月の
第１金曜日に大隈会館で開催してきているが、
今年も３月２日に29名の仲間が集まり、相変わ
らず和気藹々と賑やかな懇親の会を開くことが
できた。
　知多市から駆けつけ、久しぶりの出席の笠倉
忠夫君の乾杯で会は始まったが、お酒がまわら
ない内にと、このクラスから応化会評議員に選
出されている仲間より、４月からの理工学部の
改組、早稲田応用化学会の最近の活動状況など
の説明と最終年を迎えた応化会奨学金募金の協
力要請がなされた。
　それからは飲み物も食べ物もたっぷり準備さ
れており、それらを口にし、歳の所為（せい）
なのか大きな声で語り合い、明るく、賑やかな
会へと盛り上がっていった。
　しばし後、久しぶりに出席した木村价延君、
大野栄樹君、鈴木博君などを先頭に、幹事の指
名により出席者の皆さんが、ひとりひとりマイ
クを持ちスピーチをした。全員が70歳を過ぎ、
しかもほとんどの皆さんが仕事から離れ、自由
気侭な生活に変わっており、話す内容が以前に
比べかなり変わってきていることに気がつく。
しかし、母校（早稲田大学）に対する愛校心は

いささかも変わってないようだ。工藤飛車君の
“バラ色の人生” の独唱まで飛び出した。
　今年の秋の早稲田大学のホームカミングデー
には、卒業50年のわれわれは招かれる。そこで
前回同様に、この日に臨時のクラス会を開催
し、50周年を祝うことを決めた。
　最後は肩を組み、恒例の早稲田大学校歌を高
らかに唄い上げ、お開きになった。
　今回の幹事は関口安貞君、高橋信男君および
高柳晴夫君の3君でした。ご苦労さまでした。

（平成19年３月３日記）

■応化3305会開催（新12回、昭和37（1962）年卒同期会）
　2007年４月７日(土)12:00～14:30大隈講堂近く
の高田牧舎で開催しました。
　我々のクラスは連絡可能な人は61名で、今回
出席者は33名、54％の高い出席率でした。出席
者は関東圏だけでなく、遠方の奈良、大阪から
も出席してくれました。
昨年は３月の同期会、10月の草津旅行及び
Home-Coming-Dayで多数の諸君が会ったばか
りなので、出席者が減るとの心配もあったので
すが、反って刺激になったようでこのような高
出席率になりました。 
　乾杯の後、応化会事務局長の森川君より応化

会の状況報告を聞き、引き続いて参加者のひと
言の時間になりました。
仕事を離れている人が多いためか話題も切実な
健康に関するものが一番多く、つぎに、絵画、
焼き物、音楽、囲碁、スポーツなど趣味の話で
した。
いつまでたっても学生時代とはあまり性格は変
わらないようで、楽しい一時が過ごせました。
　次回幹事に、竹田、谷口両君を選出、改装な
った大隈講堂の前で記念撮影の後、森川君の指
揮の下に “都の西北” を大合唱し散会としまし
た。
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　今回は初めて昼間の会としましたが、親の介
護をしていたり、ついでに別の用件を済ませた
り、終了後ゆっくり話をする時間が取れたりな
どと、概ね好評のようでした。。
　我らはさすが理工系、70歳近くでも80％の人
にメール連絡のできる優秀な集団です！　情報
の迅速性と省力化した運営ができ、幹事として
たいへん楽になりました。 
　また3305会には広報委員長に長谷川君、交流
委員に綱島君、元理事に池内・井上両君、元事
務局長に石橋君が応化会に参画しているので、
米田・森川幹事発案による「クラス会の残金５
万円を応化会に寄付する」ことは、快く賛同頂
きました。 （米田記）

■新制42回（平成４年卒業）クラス会開催
　卒業して満15年が過ぎた、新42回（平成4年
卒）の初めての同期会を平成19年５月19日
（土）午後３時より、大久保キャンパス55号館
N棟2階の竹内記念ラウンジにて行いました。
　当日の参加者は幹事含め16人（同期約130人）
とやや寂しいものでしたが、その分一人ひとり
近況を報告しあうことができました。関東近在
の同期生のほかに岡山県、兵庫県から遠路駆け
つけた同期生や、海外出張から当日朝帰国した
同期生もおり、それぞれ昔話に花が咲きまし
た。
　会場では、理工学部再編の説明を、応用化学
科主任の平沢教授から、レジメつき講義さなが
らの迫力で「受講」しました（笑）。途中、黒
田教授、菅原教授が顔を出して下さり、最後に
は校歌を歌って参加者一同満足した様子でし
た。
　会場の55号館は、卒業する頃にグランドをつ

ぶして建築中だったところです。キャンパス内
外の変貌（軟式テニスコートが無い、明治通り
に地下鉄工事中など）には改めて驚かされま
す。
　学生時代を思い返すと、一般教養を他学科生
と受講し、３年次に工業化学コースと化学工学
コースに分かれた我々は、学科同期としての横
の繋がりが強かったとは決していえません。し
かし、こうして15年ぶりにそれぞれの活躍を聞
くと、お互い刺激を受けるとともに、早稲田
卒、応用化学卒という共通項で結ばれている一
体感、安心感を再認識しました。
　初めての同期会で、仕事終えて帰宅した夜中
や、土日にこなした準備は大変でしたが、３年
以内の再会を約し、幹事としても充実感を伴っ
た一日でした。次回は、さらに多くの同期生の
参加をお待ちしています。 （文責　荒井）

あいさつ 乾杯
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同門会〈応化会ホームページより〉

■高研会第50回総会開催報告
　高分子化学研究室（西出宏之教授、武岡真司
教授）では毎年「高研会」総会の名称でOB会
を開催しています。
　本年は2007年１月13日(土)13:00-15:00、アル
カディア市ケ谷 (私学会館)にて開催され、今回
が「高研会」の第50回総会にあたることもあ
り、篠原功名誉教授にも大変無理を申し上げ、
ご来臨頂き、総勢120名余の盛会となりました。
　まず竹下道孝会長より開会のご挨拶を頂き、
続いて篠原功名誉教授よりご近況、新年のご挨
拶、また、50年を振り返ってのお話をいただき
ました。また、昨年夏 王子製紙との買収攻防
で先頭に立って会社の独立を守られた北越製紙
(株)三輪正明社長から若い会員に向けての激励
のお言葉を頂戴しました。
　土田英俊名誉教授に50周年を記念して乾杯の
ご発声をいただき、歓談の時間に移行しまし
た。卒業生同士あるいは卒業生と学生の交流が

活発に行われ、西出先生、武岡先生から研究室
活動状況と新学位取得者の紹介があり、土田名
誉教授から高研会奨励賞が授与されました。
　会員の活動状況と報告では　高分子学会賞と
電気化学会学術賞を受賞された横浜国立大学教
授　渡邉正義先生に記念品 早稲田ラガーシャ
ツと花束の贈呈がされました。あっという間に
2時間が過ぎ、最後は校歌斉唱とエールで会場
は一体となり、篠原先生に花束贈呈とお見送り
をして閉会としました。
　次回は2008年１月12日（土）に開催の予定で
す。ご高齢をおしてご来臨いただいた篠原先
生、ご参集いただいた卒業生各位、案内の発送
から会場の世話まで協力してくれた学生全員に
深く感謝いたします。

（高研会幹事 博士課程２年　百武　壮）

北越製紙　三輪社長ご挨拶 校歌を唄っている様子 篠原名誉教授
花束を受け取るところ

■早桜会（応用化学会 関西支部）開催
　早桜会では、関西で開催された日本化学会年
次大会にご出席のため来阪された先生方７名を
お迎えし、下記のように懇親会を開催しまし
た。

日時：平成19年３月27日(火)　18:30～20:30
会場：ホテルグランヴィア大阪

（20階 鳳凰の間）

　会員の出席者が14名とやや少なく、従来の立
食パーティーから座談会形式にしました。菊地
先生からご挨拶をいただいた後、理工学部の機

構改革などの動向について、清水先生からご紹
介いただきました。
　川口先輩の音頭で乾杯の後、参加者全員から
自己紹介、近況の紹介などがあり、美味しい和
食が適当な間合いで運んでこられたので、落ち
着いた雰囲気で楽しく座談できました。
　最後に全員で、紺碧の空と校歌を斉唱し散会
しましました。
　参加者はやや少なかったですが和やかで楽し
い集まりでした。

（堀川 義晃　記）
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＜出席者＞
•菊地　英一　教授
•黒田　一幸　教授
•清水　功雄　教授
•菅原　義之　教授
•関根　泰　　講師
•中島　隆行　清水研助手
•長澤　和夫　東京農工大准教授

•川口　史郎　昭和24年卒
• 島　 雄 　昭和32年卒
•津田　 實　 昭和32年卒
•太田　憲助　昭和36年卒
•井上征四郎　昭和37年卒
•堀川　義晃　昭和37年卒
•岩本　皓夫　昭和42年卒

•市橋　 宏　 昭和42年卒
•田中　航次　昭和42年卒
•山添　勝巳　昭和47年卒
•篠崎　匡巳　昭和55年卒
•志磨憲一郎　昭和55年卒
•日野　 純　 昭和59年卒
•中野　哲也　平成62年卒
•佐竹　彰治　平成２年卒

乾杯！！記念写真

■石川研究室同門会2007開催
　６月９日（土）12時から石川研同門懇親会を例
年どおり足の便がよい有楽町・数寄屋橋ニュー
トーキョー９階の“ラ･ステラ”で開催しました。
　豊倉研ご出身の平沢泉先生にもご出席いただ
き、昭和21年卒の大先輩から47年卒の若手（？）
まで総勢41名が出席しました（会員数約200名）。
先生からご挨拶を頂き、応用化学科の今日と活
性化委員会のお話を伺い一同久しぶりに我に帰
った瞬間でした。

　我が同門会の特徴は各年代とも切れ目なく出
席し、また49年卒以降の卒業生が存在しないこ
とで世間一般の同窓会と違い２層に分かれるこ
となく混然一体と話が通じることではないでし

新倉真由美さん
その1

新倉真由美さん
その2

ょうか。
　これに輪をかけ例年、アトラクションとして
外部の方をお招きして、皆でその芸を楽しむこ
とが挙げられます。今年は本を３冊も書かれ、
ママさんバレリーナとしてご活躍中の新倉真由
美さんに狭い会場の中で踊って頂きました。普
段お行儀のよい大先輩達からのサイン攻めで時
間が足りなくなりました。皆様大満足で散会し
ましたが、引き続き20名近くが２次会へ、さら
に３次会に行く人もいました。
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全員で写真

　石川研のもうひとつの特徴である「来る人を
拒まず」の大きな気持ちで、他研究室の卒業生
もお迎えしております。どうぞ皆様お誘い合わ
せて覗きにお越し下さい。またお待ちしていま
す。 （昭和40年卒　比留間哲生記）

会員短信〈応化会ホームページより〉

１．千載一遇の留学チャンス
　私は中国の上海で生まれ育ちました。家庭に
も恵まれ、何不自由なく成長しました。高校に
入ったある日、突然私に留学するチャンスが巡
ってきました。しかも日本の高校の奨学生とし
て留学できるというのです。私はその知らせを
聞いて胸を躍らせました。しかしその一方で戸
惑いもありました。若干15歳。気持ちは大人の
つもりでも、現実は親の力を借りなければ生き
ていけない未熟な人間…。高校も進学校で、こ
のまま順調に勉強していけばそこそこよい大学
にも入れる。中国に残ったほうがいろいろな意
味でメリットも大きい。しかしそこで私は考え
たのです。留学のチャンスがないのならそれも
仕方がないが、今自分にはそのチャンスがあ
る。右も左もわからない異国の地で、親の力も
借りず一人で生きていく。それはある意味で危
険な賭けかもしれない。しかし、これを自分を
成長させるチャンスと考えればこれに勝るチャ
ンスはない。まさに千載一遇のチャンス。そう
考えた私は迷わず日本への留学を選択したので
す。
　日本に来て私は全寮制の高校に入りました。

そこで一番初めに出会ったのが言葉の壁です。
近年「国際交流」という言葉をよく耳にしま
す。その言葉から感じられるのは、とても暖か
く明るく、楽しいイメージです。しかし私が直
面した「国際交流」は厳しい現実でした。授業
に出ても意味が分からない。クラスメイトとも
話が通じない…。そうした「コミュニケーショ
ン」の壁にぶち当たり、初めのうちは意地悪を
されたりすることもありました。そんなとき、
ふと父や母の顔が頭に浮かび言いようのない寂
しさに襲われることもありました。しかし、も
しここで逃げ出してしまったら、両親や留学に
至る過程でお世話になった人達に申し訳ないと
思い、気持ちを奮い立たせました。そこで、ま
ず日本という国での生活に、文化に思い切って
飛び込もう。距離を置いて観察しているのでは
なく、すべてをありのままに受け入れよう。日
本という国から優れたところ良い所を学び取る
ということを自分への「研究課題」としたので
す。それからしばらくは、やはり辛いこともあ
りましたが、謙虚に学ぶ姿勢を貫き通すことに
よってやがて言葉の壁もなくなり、日本という
国に解け込むことが出きるようになりました。

様々な分野で活躍する卒業生

劉 雲龍さん
2006年３月　（平18年）応化卒（新56）
2006年４月　東京工業大学大学院社会理工学研究科人

間行動システム専攻入学、現在に至る
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意地悪をした寮の仲間もかつて自分がした非を
素直に詫び、友人も増えていきました。
　よく感じることですが、「中国人」の日本と
いう国での立場は非常に微妙です。過去の戦争
にまつわる歴史問題、そして日本における在日
中国人の犯罪などが原因で多くの日本人は中国
人に対して良からぬ印象をもっています。時に
同じ気持ちを共有する中国人同胞として憤った
り、責任を感じたりします。しかし、私は中国
人であると同時に、一人の人間でもあります。
私は、今までの留学経験を通して、中国人とい
う「異邦人」の立場ではなく、同じ苦しみや楽
しみを共有する「一人の人間」の立場として日
本人と接することが一番良いということを感じ
ました。それによって歴史や文化の壁を乗り越
え、人間と人間の付き合いができました。

２．ドラゴンドリームⅠ
　私は高校のとき、将来大学で学んだことを生
かして環境エネルギー問題にたずさわる職に就
きたいと思っていました。具体的に言えば、国
際的な組織、例えば国連環境審議会（UNEP）
などの国際機関で世界の環境問題を解決するた
めに働きたいと考えていました。
　世界は今深刻な環境問題に直面しています。
数年前オゾン層の破壊やエルニーニョ現象とい
った環境問題が世界的な関心事となり、最近は
あまり耳にすることがなくなりましたが、これ
らの問題は現在もなお未解決のままです。さら
には二酸化炭素量の増加による気温上昇や、そ
れに伴う南極氷解による海面上昇、砂漠の拡大
化など、今世界には今様々な環境問題が山積し
ています。また、近年の日本は度重なる台風の
上陸で甚大な被害を被りましたが、これも単な
る偶然ではなく、年々悪化する地球環境が何ら
かの形で作用しているからに他なりません。
　こうした地球環境の異変を見るたびに思うの
は、私の祖国中国の環境問題です。中国は今世
界で最も大きな経済成長を続けている国の一つ
です。かつて日本が経験した高度成長を今中国
も経験しています。人民の生活水準は目覚しい
勢いで向上し、街には多くのモノが溢れていま
す。私は年に１回は国に帰っていますが、その
たびに祖国の発展ぶりに驚かされ心躍らされま
す。しかし、そうした繁栄の裏には影の部分、
すなわち深刻な環境汚染が横たわっています。

中国政府は経済成長の成果を強調しています
が、その経済発展には環境汚染が暗い影を落と
しています。現状を見る限り、石油に代わる何
かがエネルギーの主力となるその日が来るま
で、中国が排出する二酸化炭素の量は年々増加
の一途をたどることでしょう。当然それに伴っ
て地球の気温も上昇し、現状をさらに悪化させ
るだけでなく、新たな問題を誘発することも想
像に難くありません。中国が真の先進国となる
には環境汚染の克服という困難な問題から目を
背けることはできません。十数億の人口を抱え
る中国が経済成長を優先してこのまま環境汚染
の克服を先送りにしていけば、地球に毒を撒き
散らし続け環境汚染を食い止めようとする世界
の潮流に逆行することになってしまいます。
　私は中国や世界の未来を考えると、経済発展
よりも環境保護の分野にこそ自分の活躍の場が
あると確信していました。そして私がそうした
問題に真っ向から取り組むためには、環境先進
国である日本の、しかも最先端の研究機関を持
つ早稲田大学で学ぶことが最も確実な道だと思
ったのです。私はどちらかというと理想家で楽
天家です。大学に入るまでさほど社会の問題に
興味を持たず、世界はこれからもきっと良い方
向に進んでゆくに違いない、大きな心配をする
必要はないと思っていました。しかし、大学に
入って色々な人と出会い色々な考えに触れるこ
とによって自分の視野も自然と広がり、ただ理
想的で楽天的な見方をしているだけでは物事が
うまく運ばないということが分かってきまし
た。また、応化委員の仕事を通じて応化の先生
方と接する機会が増え最先端の学問に対する興
味が深まったことにより、より専門的な視点か
ら社会の問題を考える習慣が身についてきまし
た。卒業を控えた2005年は、私は将来の事を真
剣に考えながら自分の夢、理想、興味、能力、
等々を重ね合わせた結果、環境エネルギー問題
の分野に力を注いでみたいという気持ちが強く
なったのですが………

３．ドラゴンドリームⅡ（化学工学から教育工学へ）
　一方、実は、私にはもう一つの夢があります。
　私は学業の傍ら大学1年生のときから学習塾
非常勤講師のアルバイトを始め、現在に至りま
す。日本の中高生と多く接する中で、教育に関
心を持ち始め、学校教育のあるべき姿、学習方
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法などについていろいろと考えるようになりま
した。また、以前経済産業省から早稲田大学へ
ある調査の委託があった際、私はその一部を引
き受けて、「競争力のある人材育成」というテ
ーマのもと日中両国の教育・企業関係者と産学
連携、大学の教育システムなどについて熱く議
論を交わし、教育に対する思い入れをさらに強
くいたしました。また社会問題としての観点か
ら、教育普及問題（希望工程等）に対する中国
政府の対応及び民間の動きについても以前から
注目してきました。私は恵まれた環境の中で教
育を受けることのできた一中国人としての立場
から、このこととどう関わるか真剣に考えなけ
ればならないと思っています。良い国をつくる
には良い教育が必要不可欠だからです。日中両
国の経済関係は日に日に緊密の度を増しており
ますが、経済面だけでなく教育面においても何
か両国が協力できるところはないだろうかとい
うことも、常に考えています。
　私は学部4年生のとき、運が良く、今世間で
最も注目されている医用化学工学（再生医療）
教室への配属が決まりました。確かに、再生医
療といったような研究は、人の体を救う、人類
にとって重要かつ必要不可欠なのです。しか

し、そのときの自分の気持ちを考えて、私が最
も情熱をもって取り組めるのは、再生医療の研
究そのものではなく、素晴らしい研究をする人
材を一人でも多く輩出するような教育システム
を構築することだと確信していました。たとえ
自分自身が世界一のものを作れなくても、世界
一のものを作れる人材を育てられるのだとした
ら、これに替わる遣り甲斐はありません。しか
し、その頃の私には専門知識もありませんし、
経験も浅いため、もう少し自分を鍛えなければ
ならないと考えていました。私は、現在、東京
工業大学大学院社会理工学研究科人間行動シス
テム専攻教育工学講座の赤堀研究室に所属し、
子どもの「学力」と「教育」の国際比較という
テーマで研究を進めているのはそのためです。
　また、将来的に、私は留学生としての強み、
すなわちグローバルな視点を生かすということ
を考えると、一国の利益のみを考えがちな国家
機関で働くよりも、世界全体の利益を追求する
国際機関で働くことのほうが自分の理想に合致
すると考え、今国連関係機関（例えば、
UNICEF）で働くことを目標にしています。そ
のためにもまずは大学院で様々なものを吸収す
ることが必要だと感じています。

2002年10月　学校調査（中国上海の高校にて） 2006年９月　学校調査
（中国上海の小学校にて）

2006年９月　学校調査
（中国江蘇省の中学校にて）

2007年３月　学校調査（中国広東省広州市の中学校にて）
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劉 雲龍 プロフィール

●履歴
1998年９月　中国上海市復旦大学付属高校入学
1999年９月　私立暁星国際高校へ編入
2002年３月　千葉県木更津市私立暁星国際高
校卒業
2002年４月　一般入試にて、早稲田大学理工
学部応用化学科入学
2006年４月　東京工業大学大学院社会理工学
研究科人間行動システム専攻入学

●課外活動
2002年５月～2003年３月　早大CCDL研究所
教務補助
2004年９月～10月　目黒区立第10中学校道徳
公開講座講師
2004年８月～2005年３月　早大産業技術創成
研究所　経産省認定「競争力のある人材育
成」プロジェクトチーム学生委員　調査・
検討委員会メンバー
2002年９月～2005年２月　早大理工学部応用
化学科・応用化学会学生部会委員（会計）
2006年４月～2008年３月　東京都小平市立第
2中学校学習支援ボランティア

●アルバイト
学習塾非常勤講師（実績：都立富士高校、都

立石神井高校、都立武蔵丘高校、私立東亜学
園高校、東京農工大、明治大、日本大ほか）

●卒論テーマ
均質膜にトラップされたエンドトキシンの活
性 評 価（Evaluation of trapped endotoxin 
activity on homogeneous membrane）

●好きな格言
（代々木ゼミナール人気講師：荻野　暢
也）：人が大きな夢に向かって努力する姿は
時として、とてもこっけいでムダに見えま
す。その人の能力がそのレベルに達していな
かったらなおさらです。でもそのみっともな
い努力こそが唯一不可能を可能にする手段な
のです。たとえ今日の努力が実を結ばなくと
も、また明日立ち向かう決心をしてくださ
い。同じ場所をたたき続ける雨粒のように生
きてください。人は努力した分だけ幸せにな
り、勤勉な日々によってのみ成功に導かれる
のです。

●好きな作家
山崎豊子（作品　大地の子、沈まぬ太陽、白
い巨塔等）

●趣味
書道、映画鑑賞、英会話

その他の会員便り
会員の皆様から多数のお便りを頂き誠に有り難
うございました。紙面の都合から一部割愛させ
て頂きましたので、よろしくご了承下さい。

■旧制、燃料卒業生

有賀　元廣（昭和17年卒・旧23回）
　人類は地球を壊す最大の悪玉菌と思うこの頃
です。
小池　守得（昭和21年卒・旧27回）
　４月３日名中島健太郎君のお世話でクラス会
を開催、来春の再会を楽しみにしています。
今春孫が生命科学科に入学して、応化会とのつ
ながりが一層堅くなりました。
川口　史郎（昭和24年卒・旧30回）
　有料老人ホームに入居していますが、（社）
日本空手協会兵庫県本部の会長として、日曜日

毎に子供達と汗を流しています。
上田　忠雄（昭和26年卒・旧32回）
　旧制32回卒の私たちは今年79歳になります。
元気なうちに途切れていたクラス会を再開しま
しょう！近く連絡しますので多くの方と楽しく
語らいたいですね。
藤田　耕平（昭和26年卒・燃料７回）
　草炭研究会の運営に努力しています。砂漠緑
化に関心の若い人の入会を、お待ちしていま
す。

■新制卒業生（１回～10回）

大野　正雄（昭和26年卒・新１回）
　アジア・アフリカ国際理解資料センター創立
15周年になりました。来館者は約13,000人。付
属施設の中東ミニ博物館は小中学生の学習の場
になっています。
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松本　俊雄（昭和28年卒・新３回）
　最近発行された岩波の国語辞典で調べると、
私が当たり前に使っている言葉が見当たらない
ので、曾孫の時代には、曾祖父さんの書いたも
のも古典だと言われるかもしれないなと、若い
つもりでいる78歳の男は思い始めております
（一部掲載）
内田　隆次（昭和29年卒・新４回）
　応化を出て半世紀がすぎました。毎年集って
いるクラス会も今年は１泊旅行の年です。
10月に実施の予定で、今から楽しみにしており
ます。
池田　毅（昭和30年卒・新５回）
　応化会からご無沙汰ですが会報を読んでフォ
ローするよう努力してます。理工学部の再編成
も時代の流れでしょう。応用化学科の名前が残
ったのは嬉しいです。
伊藤　諦（昭和32年卒・新７回）
　在学中は文武両道を目指し青春を燃焼してき
た。高度成長時代は全国各地に転勤して工場建
設、操業などに専念、現在はもっぱら健康最優
先で好きな趣味と運動で人生を謳歌している。
応化諸氏のご健勝とご活躍を切に祈っていま
す。
余語　盛男（昭和33年卒・新８回）
　定年後油絵をやっております。本年は「イタ
リア中世山岳都市の旅・余語盛男油絵展」を９
月にギャラリーポート（銀座）で開催しました。
阿武　靖彦（昭和34年卒・新９回）
　日本天文学会で宇宙膨張否定論の発表を８年
間継続中です。
佐川　昭夫（昭和34年卒・新９回）
　満70歳になりましたが、ＮＰＯ法人を設立し
て社会奉仕をしています。74歳定年を予定して
いますが、それまで持ちますかね？

■新制卒業生（11回～20回）

岩井　義昌（昭和36年卒・新11回）
　応化会活性化委員の他に「経営支援ＮＰＯク
ラブ」で中小ベンチャー企業の支援活動を行っ
ています。
岩田　惇（昭和36年卒・新11回）
　組織再編による応用化学科の更なる発展を期
待しております。俳句、陶芸と右脳を使いボケ
防止に努めてます。活性化委員会の方々ご苦労
様です。

井上　成之（昭和37年卒・新12回）
　昨年三期お世話になった応化会理事を退任
し、目の治療に専念しました。通常生活に支障
の無いレベルまで視力が改善されました。
山口　靖正（昭和37年卒・新12回）
　防犯用、車載用及び観光用に使うデジタルカ
メラ特許を実用化しようとしています。協力し
ていただける方を探しております。
高野　敏明（昭和38年卒・新13回）
　ボランティアクラブ役員、町内会役員で昨年
は超多忙、今年はマイペースで自分の計画に従
った生活、別の表現をするなら人生の仕上げ作
業に復帰できそうです。
小川　弘（昭和39年卒・新14回）
　昨年４月から東京都有明清掃工場で工場見学
者（年間8000人以上、内小学４年生7000人以
上）の対応をしています。これらも環境教育の
一部と考え協力しています。
服部　英昭（昭和40年卒・新15回）
　３月末で仕事はやめて毎日が日曜日です。元
気なうちに海外旅行をやろうといろいろ計画中
です。
宮岡　寛（昭和41年卒・新16回）
　５年前に旭電化工業を退職後は地元自冶会活
動、趣味、ボランティアなどで過ごしておりま
す。特に合唱、植物観察、江戸東京歴史散歩な
ど。
花井　真三（昭和44年卒・新19回）
昨年リタイアして、４月から１年間イギリスの
ブライトンでホームステイをしながら英語学校
に通いました。世界の若者と一緒に勉強し、イ
ギリス生活を楽しみました。

■新制卒業生（21回～30回）

宮崎　慎司（昭和47年卒・新22回）
　昨年11月初めての同期会（47年会）に出席し
て、大変懐かしく感激しました。また
会えるのを楽しみにしております。
秋山　勤（昭和49年卒・新23回）
　15年近く食塩電解工場のテクニカルサービス
の仕事をしています。昔佐藤研で学んだ物質を
分解して考えるやり方は、工場運転でも結構役
に立っています。
伊藤　雅行（昭和49年卒・新23回）
　三菱マテリアルを早期退職し、東京農工大で
MOT（技術経営）を講義してます。ケースメソッ
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ド教育法によるクラス討論が中心ですが、MOT
は企業より個人の方が熱心のように感じます。
村山　元信（昭和49年卒・新23回）
　県立千葉高校は来年から併設中高一貫教育校
になります。母校であるそこの校長として４月
に赴任しました。「書家」としての活動も精力
的に続けています。
鈴木　一成（昭和50年卒・新25回）
　母校の非常勤講師として、理工学基礎実験
1A、1B、計算科学、化学B1を担当していま
す。
伊藤　理（昭和51年卒・新26回）
　会社創業して16年が過ぎ、売り上げも人も増
えたのですが、これからは自分も楽しむことも
考えてゆきたいと思ってます。
藤井　進一（昭和52年卒・新27回）
　1998年７月から2007年１月までインド・ムン
バイに駐在、この10年間に日本も大きく変わり
驚くばかりです。今後もインドとは、正面から
向き合って付き合うつもりです。
落合　毅（昭和53年卒・新28回）
　平田先生の急逝、無念です。東北出身らしい
暖かい所のある先生でした。ご冥福をお祈りい
たします。合掌。
山下　明泰（昭和55年卒・新30回）
　神奈川県の私立学校におります。ちょうど学
生達の父親に相当する年齢となり、彼らへの接
し方が少しずつ変わって来たように感じていま
す。ゆとり教育一期生、二期生はすでに大学１
年生、２年生となっていますが、技術立国日本
を守る技術者教育の重要性を痛感しております。

■新制卒業生（31回～40回）

堤　謙治（昭和57年卒・新32回）
　故郷に戻りもうすぐ20年になろうとしており
ます。現在地元の稲門会に参加することが楽し
みであり、年に１回総長ともお目にかかること
が出来ます。早稲田のますますの
発展を地方よりお祈りします。
広瀬　進治（昭和59年卒・新33回）
　昨年４月から校友会の幹事となり、最低週に
１回程度は西早稲田キャンパスの大隈会館へ行
っております。
濱田　和人（昭和60年卒・新34回）
　現在サプリメントや化粧品に拘る学術業務に
邁進しております。ご指導をお願いします。

甲藤　隆（昭和62年卒・新37回）
　現在アジレント・テクノロジー（株）社製の
分析機器（LC,GC,GC/MSなど）のカスタマー
トレーニングを担当しております。
伊藤　泰子（昭和63年卒・新38回）
　CISSPという情報セキュリティ専門家の認定
資格を取得しました。すっかり化学から遠ざか
り研究室が懐かしいこの頃です。
石橋　亮一（平成２年卒・新40回）
　福祉・介護分野に引き続き従事しておりま
す。化学物質過敏症の方のため空気清浄器の販
売にかかわる機会があり、学生時代の学びを思
い起こしています。
吉見　靖男（平成２年卒・新40回）
　大学も特に説明責任が問われる時代になりま
した。JABEE受審など厄介な問題を抱えてい
ますが、いまのところ何とかクリアしながらや
っています。

■新制卒業生（41回～）

柘植　知彦（平成３年卒・新41回）
　早稲田を卒業して15年ほどになりますが、現
在は京大で植物を材料に、分子生物学の研究を
しております。皆様のご健康とご活躍をお祈り
いたします。
田口　雅啓（平成６年卒・新44回）
　特許業界に転職して３年半が経ち、昨年よう
やく弁理士資格を取得しました。出身校別の合
格者数ランキングに貢献できました。
木場　洋介（平成15年卒・新53回）
　商社の身にありながら、最近某大のドクター
に進むことにしました。皆さん名古屋にお越し
の際は是非お声を掛けてください。
川村　洋子（平成18年年卒・新56回）
　応化会報75号34頁の「様々な分野で活躍する
卒業生」に掲載頂きまして、有り難うございま
した。お陰様で専攻が変わりましても、日々元
気に過ごしております。
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学生部会活動近況〈応化会ホームページより〉

新入生オリエンテーション（2007）
☆オリエンテーション開催にあたって☆ 
　新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。入学してから１ヶ月弱がたち、大学生活
にも少しずつ慣れてきたかと思います。しかし、まだまだ不安なこともあるでしょう。そこ
で、このオリエンテーションをおおいに役立ててください。オリエンテーションでは、みなさ
んに応化の様々なことを知ってもらうためにグループミーティング（GM）を行います。グル
ープミーティング①は、普段接することのできない教授や助手の方に色々な話を聞ける場で
す。そして、グループミーティング②は、学生同士の親睦を深め、趣味・バイト・サークルな
どについて語り合う場となるでしょう。
　このオリエンテーションで、みなさんの応用化学科についての疑問が少しでも解消され、学
生同士の親睦を深めあうことができれば幸いです。
 応化委員（オリエンテーション実行委員）一同

スケジュール
●４/27（金）
　９:30　バス出発
　12:00　おぎのや着、昼食
　13:00　セミナーハウス到着（荷物を部屋へ、
寝具を各棟101号室に取りに行く）

　13:30-14:30　応化ガイダンス・諸連絡
　15:00-15:15　GM1顔合わせ（GM1後半の人）
　15:15-15:30　GM1顔合わせ（GM1前半の人）
　15:30-16:30　GM1前半（GM1後半の人はこ
の時間に入浴）

　16:30-17:30　GM1後半（GM1前半の人はこ
の時間に入浴）

　18:00-19:00　夕食
　19:00-20:00　GM2
　20:00-23:00　自由時間
　23:00 消灯

●４/28（土）
　６:30　　　　起床
　７:30-９:00　朝食、部屋清掃
　９:00-10:30　球技大会
　10:30-11:30　綱引き
　11:30　　　　昼食
　12:30　　　　バス乗車準備
　13:00　　　　バス出発
　16:00　　　　高田馬場駅到着、解散

 

　2007年４月。今年は日本のアカデミズムをリ
ードしてきた早稲田大学の創立125周年にあた
る記念すべき年。さらに、理工学部は再編の初
年度。90年の歴史を持つ理工学部応用化学科は
先進理工学部応用化学科として新たなスタート
を切った。そんな新たな門出を迎えた応用化学
科に152名の新たな仲間が入学した。緊張した
面持ちではあるが新しい学生生活に期待を膨ら
ませている新入生。“どんなことを学ぶのか”
“どんな授業があるのか” “どんな先生がいるの
か” “どんな先輩がいるのか” “どんな仲間がい
るのか”、新入生の誰もが抱いている疑問に答
える場を提供するのがオリエンテーションの役
割である。
　私たち学生部会は、1年担任となられた木野
邦器教授、関根泰准教授のご指導の下、オリエ
ンテーションチーフの榊原孝記（Ｂ３）、会計
の山鹿桐子（Ｂ３）が中心となって昨年12月か
ら今年度オリエンテーションの準備に取り掛か
った。今年は原点に帰り、“新入生全員が笑顔
になれる楽しいオリエンテーション” を目標と
し、会議を重ねた。そして、新入生に有意義な
大学生活を送ってもらうために必要なことは何
かということを各自自問しながら企画立案を行
った。こうして迎えたのが４月27日（金）～４
月28日（土）のオリエンテーションである。



36 37

●第一日　４月27日（金）
　多少風が気になるが快晴となった27日の朝、
予定通り新入生たちが続々と教室に集まった。
朝早くからの集合にも関わらず、出席確認はス
ムーズに進み、遅刻者一人出ることは無かっ
た。新入生の期待に応えるべく学生部会一同身
の引き締まる思いだった。しかし、交通渋滞の
ためバスの到着が遅れ、いきなりの30分遅れの
乗車。予定外のことに慌てる結果となり大変申
し訳無い出発となった。出発時における反省
点、その対応について考えつつ軽井沢セミナー
ハウスに到着。軽井沢は予定通り豊かな自然と
おいしい空気に恵まれ、私たちの到着を待って
いたかのように浅間山が悠然と構えていた。そ
の浅間山に二日間の成功を祈願しつつ、無事
2007年度オリエンテーションが始まった。
　到着後、最初に先生方によるガイダンス・諸
連絡が行われ、いよいよ教員・助手の方々を交
えたグループミーティング１（GM1）が開催
された。GM1は先生と新入生との交流を図り、
興味のある分野についての討論することを目的
としている。毎年恒例となったGM1だが、さ
らにより良いものを目指し一部変更された。例
年通り、GM1本番前に新入生同士の顔合わせ

をするプレGM、GM1前半とGM1後半の流れで
行われた。今年の変更点は、１名の教員に対
し、その教員とは違う専門分野を持った１名の
助手を配する点である。こうすることで、先生
と新入生の話の幅が広がると考えたからだ。
　GM1本番、先生の話を熱心に聞き入り、積
極的に発言したり質問したりする新入生の姿に
大変感心させられた。皆しっかりした意見や目
標を内に秘めており、感化される部分も多くあ
った。新入生にはこの初心を忘れず大学生活を
送ってほしい。
　そして、夕食後は各研究室よりご参加下さっ
た補助学生の方々と学生部会を交えたグループ
ミーティング2（GM2）が開催された。GM2は
新入生と先輩学生との交流を図り、充実した学
生生活を送るためのアドバイスをすることを目
的としている。大学生活における心配や将来の
不安事項を中心に話が進み、自分自身の未来が
見えてきたことであろうと思う。GM1同様、
新入生にとって大変有意義な時間になったと信
じて疑わない。
こうして、無事に１日目の日程を終えた。

スタッフ(先生、助手、先輩学生、学生委員) 真剣な眼差し（ガイダンス）

ＧＭ１にて ＧＭ１での談笑 先生の話に聞き入る新入生(ＧＭ１)
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●第二日　４月28日（土）
　時々曇りという天気予報に不安を覚えながら
迎えた28日の朝、薄い雲が広がってはいるもの
のスポーツ大会を開くには申し分のない天候と
なった。願いは叶うものである。今年も昨年同
様、個人種目をなくし、サッカー、ソフトボー
ル、ドッヂボール、バレーボールの各種目と、
恒例行事となった綱引きを全体種目として開催

された。
　まず、各自事前アンケートで希望した種目に
分かれ、球技大会が行われた。各種目ともに盛
り上がりを見せ、皆爽やかな汗を流したことと
思う。先輩学生が新入生と共に楽しむ微笑まし
い光景も見られた。

球技大会（ドッジボール） 白熱！綱引き大会!!!球技大会（バレー） 気合だー！ 

　球技大会が終了後、速やかに綱引き大会が開
催。毎年、数々のドラマが繰り広げられる綱引
き大会。今年も大変な盛り上がりを見せた。新
入生８チームでのトーナメント、そして今年か
ら負けトーナメントも実施。優勝チームには教
員・助手・補助学生からなるスペシャルチーム
とのエキシビジョンマッチを用意した。新入生
は皆、若いパワーを爆発させ、白熱したバトル
を繰り広げた。そして、優勝チームとスペシャ
ルチームとのエキシビジョンマッチ。お互いに
負けられない戦いがそこにはあった。是が非で
も勝ちたい新入生優勝チームと若い者には負け
られないと闘志を燃やすスペシャルチーム。こ
の勝負、スペシャルチームに軍配があがった。
スペシャルチームの応化魂が新入生優勝チーム
の若さを凌駕したのかもしれない。新入生には
是非とも仲間と一丸となって成し遂げることの
素晴らしさや充実感、達成感を忘れず今後の応
用化学科での生活を送ってほしい。掛け替えの
無い友人の存在が大学生活を充実させるばかり

でなく自身の未来になるからである。私はそう
切に願っている。綱引き大会が終了し、昼食を
とり、帰宅の途に着いた。こうしてオリエンテ
ーションの全日程を終えた。新入生全員の笑顔
が今年度のオリエンテーションの大成功を物語
っていた。一人一人の思い出の１ページにこの
オリエンテーションが刻まれたと信じている。
　今回、私自身がオリエンテーションの企画・
運営に携われたことを嬉しく思っている。新入
生として参加した２年前、オリエンテーション
が漠然とした不安を抱えた私の背中を押してく
れたことを覚えている。だからこそ、今回参加
できたこと、成功させることが出来たことを大
変光栄に思っている。そして、様々な場面で先
生方や先輩学生の力添えがあったからこその成
功だとしみじみ感じている。今回のオリエンテ
ーションに関わってくださった方々に御礼申し
上げます。先生方を始め、助手の方々、補助学
生の方々、学生部会、新入生の皆さん、ご協力し
て下さった方々、本当に有難うございました。

お疲れ様!!! エキシビジョンマッチ！
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会務・会計報告／評議委員会報告

■2007年度定期総会〈応化会ホームページより〉
開催日時 2007年５月28日（月）　午後4:30～5:30
開催場所 大久保キャンパス（理工）55号館Ｎ棟１階大会議室
出 席 者  59名（大学が麻疹によるロックアウト中で学生会員不在の中で開催されたが、

2006年度総会出席者と同数の59名が出席し盛会だった。）

　里見会長より、「麻疹によるロックアウトと異例な状況下での総会開催になってしまった事
をお詫びすると同時に、学生会員の協力がない中で、総会とこの後予定している記念講演会、
懇親会が滞りなく進められるよう皆様のご協力をお願いいたします。」との挨拶があった。
　その後引き続いて木野庶務理事の司会により、下記の議題を定期総会資料に基づき報告・審
議した。

議事：
１．2006年事業報告及び2007年事業計画の審議
　木野庶務理事から2006年度事業報告並びに
2007年度事業計画について、また中川副会長
（活性化委員会委員長）から2006年度活性化委
員会活動報告並びに2007年度活性化委員会活動
計画について説明がなされた。
　特に木野庶務理事から最近活性化委員会が活
発に活動されており、月１回活性化委員会活動
の内容を教室に報告していること、また応化会
の活動において、企業ガイダンス、講演会、就
職談話フォーラム等を通して学生とＯＢとの接
点が増え学生に好評であり、３年前に始まった
ＯＢの募金による奨学金についても他学科に比
べ充実しており、その活動に対して謝辞の言葉
があった。
　以上により、2006年度事業報告及び2007年度
事業計画がそれぞれ承認された。

２．2006年決算報告及び2007年度予算案の審議
　本間会計理事から、支払いベースによる2006
年度収支決算表及び貸借対照表に基づき説明が
なされ、更に本田・佐藤監事から５月25日に本
間会計理事、福島会計理事、森川事務局長立会
いのもと実施した会計監査の結果相違ないこと
が報告された。
引き続き本間会計理事から、2007年度予算案に
ついて前回役員会との差異を含め説明がなされ
た。なお、予算案の中で運営資金の繰り入れを

３百万円計上しているが、これは、多くの方々
のご尽力により収入の増加、支出の削減等によ
り実行可能となったものであり、他方、今年度
理工学部創設100周年等の記念行事のための準
備活動が予定されており、追加予算等が必要の
場合、この３百万円から拠出する計画である旨
申し添えられた。
以上により2006年度決算報告及び2007年度予算
案がそれぞれ承認された。

３．会則の改定について　※注記を参照して下さい
　窪田庶務理事より、配布資料に基づき説明が
なされた。改訂の主な理由は、この４月の理工
学部再編に伴う反映とその他字句の整理であ
る。なお、会則の年月日の表示について、大学
では既に西暦表示に変更されているため、平成
表示から西暦表示に変更する件について、会員
から反対の意見が述べられたため、平成併記か
西暦表示かについて、参加者会員の賛否を仰
ぎ、賛成多数により、原案が承認された。

４．2008年記念行事実行委員会設置の件
　里見会長より、理工学部創設100周年記念行
事への参加、応用化学科創設90周年企画への協
力並びに応用化学会創設85周年企画実行を推進
するにあたり、記念行事実行委員会の設置につ
いて提案がなされ、承認された。
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５．編集理事改選の件
里見会長より、学外編集理事の平中勇三郎氏が
健康上の理由により、任期１年を残して退任さ
れることになり、活性化委員会広報委員の相馬
威宣氏（新13回）へ交代し、また学内編集理事
は松方教授から桐村教授へ交代する旨の報告が
あり、相馬新理事より挨拶があった。

■「早稲田応用化学会会則」の改訂
５月28日の総会で改訂が承認されました。
理工学部再編の反映と字句整理が主体です
が、会費免除の対象として、「夫婦がとも
に会員の場合、申し出のあった一方の会
員」が追加されました。（該当の方は事務
局までご連絡ください。）
改訂後の会則は、紙数の関係でここには掲
載できませんので、早稲田応用化学会のウ
ェブサイト（ホームページ）をご覧くださ
い。

■「個人情報保護に関する基本方針」およ
び「個人情報管理細則」の改訂

５月28日の役員会で改訂が承認されまし
た。理工学部再編の反映および会員情報管
理システム変更の反映が主体です。合わせ
て字句整理も行いました。
なお、同時に「会員情報オンライン管理シ
ステム運用細則」は、必要部分を「個人情
報管理細則」の織り込むことで廃止が承認
されました。
改訂後の「個人情報保護に関する基本方
針」と「個人情報管理細則」は、紙数の関
係でここには掲載できませんので、早稲田
応用化学会のウェブサイト（ホームペー
ジ）をご覧ください。

注記

2006年度収支決算表（2006年４月１日～2007年３月31日）
収　　　　入 支　　　　出

摘　　　　要 予算額 決算額 摘　　　　要 予算額 決算額
前年度繰越金 4,393,632 4,393,632 会報費 1,925,000 2,084,785 
正有志会員会費 *1 6,000,000 6,614,950 名簿作成費 0 4,420 
学生会員会費 *2 1,100,000 1,347,750 集会費 300,000 264,014 
利息 3,000 3,679 学生部会費 250,000 165,401 
名簿発行賛助金 200,000 577,000 手数料 200,000 212,257 
雑収入（企業ガイダンス他） 500,000 752,719 支部費 150,000 510 

消耗品費 80,000 61,677 
リース代 20,000 16,800 
事務費 3,500,000 3,386,184 
雑費 50,000 102,695 
活性化委員会 0 0 
基盤強化委員会 507,000 465,237 
広報委員会 900,542 667,001 
交流委員会 610,000 207,655 
募金委員会 78,000 178,613 
予備費 200,000 0 
次期繰越金 3,426,090 5,872,481 

（合　計） 12,196,632 13,689,730 （合　計） 12,196,632 13,689,730 

貸借対照表（案）
（2007年３月31日現在）

借　　　　方 貸　　　　方
摘　要 金　額 摘　要 金　額

現金 190,474 運営資金 2,968,033 
郵便振替 3,782,040 基金 1,890,000 
銀行普通預金（利息） 293,903 名簿刊行積立金 1,050,000 
銀行普通預金 553,968 正有志会員前納会費預り金 3,255,258 
銀行定期預金 11,887,887 学生会員前会費納預り金 1,672,500 
郵便貯金定期預金 0 次期繰越金 5,872,481 
（合　計） 16,708,272 （合　計）　 16,708,272 

2007年度予算（案）
（自　2007年４月１日　　至　2008年３月31日）
収入 支出

摘要 金額 2006年度決算額 摘要 金額 2006年度決算額
前年度繰越金 5,872,481 4,393,632 会報費 1,971,000 2,084,785 
正有志会員会費 6,300,000 6,614,950 名簿作成費 0 4,420 
学生会員会費 1,140,000 1,347,750 集会費 *1 1,413,000 264,014 
利息 3,000 3,679 学生部会費 250,000 165,401 
名簿発行賛助金 200,000 577,000 手数料 *2 454,000 212,257 
雑収入 600,000 752,719 支部費 150,000 510 

消耗品費 30,000 61,677 
用品費 *3 230,000 0 
リース代 16,800 16,800 
事務費 *4 3,684,000 3,386,184 
活性化活動費 *5 401,000 1,518,506 
雑費 *6 255,000 102,695 
予備費 200,000 0 
運営資金繰り入れ 3,000,000 0 
次期繰越金 2,060,681 5,872,481 

合　　計 14,115,481 13,689,730 合　　計 14,115,481 13,689,730 
*1：2006年度は評議委員会費、先生との懇談会費、学生部会との懇談会等を活性化活動費に算入。
*2：会費集金のための郵便振替用紙印刷代20万円、募金依頼状郵送費を計上。
*3：パソコン代21万円、その他事務機器購入費２万円計上。
*4：2006年度は事務局業務支援費を活性化活動費に算入。
*5：2006年度活性化活動費に算入の集会費、事務局業務支援等を夫々該当する費目に算入した。
*6：2006年度は企業ガイダンス関連費用を活性化活動費に算入。

ysub
四角形
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■第３回評議員会（平成19年4月26日）〈応化会ホームページより〉
　第３回評議員会が2007年４月26日18時より理
工学部55号館Ｎ棟１階大会議室にて開催され、
評議員43名、応化会役員・活性化委員・事務局
長13名総計56名が出席しました。

　開会にあたり評議員で、昨年末に逝去された
尾立維恒氏（昭和14年卒）および本年２月に逝
去された栗山秀也氏（昭和16年卒）ご両氏のご
冥福を祈り、全員で黙祷をいたしました。
　里見会長の挨拶に始まり、中川副会長兼活性
化委員長から活性化活動状況について、庶務理
事の木野那器教授には定期総会、2007年度事業
計画について、会計理事の本間敬之教授より
2007年予算素案について、それぞれ説明があり
ました。

　ついで、柳澤基盤強化委員長より「応化会の
基盤強化に関する報告とお願い」、特に昨年12
月に新制21回から50回卒業の評議員にお集まり
いただいた「臨時評議員会の報告」があり、そ
の際、打ち出した「同期会開催に対する応化会
の支援策」を森川事務局長から、さらに野本基
盤強化委員より同期の皆さんが集まる機会とし
て本年秋より実施予定の「応化会ホームカミン

グデー」についての説明があリました。
　以上の説明に対する質疑応答の後、木野教授
の閉会の辞があり、引き続き、同じ会場で懇親
会が開催されました。飲み物と簡単なスナック
類を乗せた四つのテーブルを囲み、年長のＯＢ
も先生も学生もみな一緒になって、出席者全員
が和気藹々と話し合う姿は圧巻でありました。
特に今回は男女ともに学生の皆さんが先輩たち
とフランクに話し合っている姿が印象に残りま
した。このような交流がもっと、そしていつま
でも続けられることを願っております。

　最後に清水功雄教授の閉めの言葉をいただ
き、お開きになりましたが、その後、会場の
机、椅子などの並び替えやゴミの片付けに参加
者が協力してお手伝いしていただき恐縮すると
ともに大変有難く思いました。



42 43

｢会費自動支払制度」登録のお願い

　皆様には日頃より応用化学会の運営につきご協力賜り厚く御礼申し上げます。
　皆様方には応化会の会費をお納め頂いていることご高承の通りですが、会費納入に際し「会費自
動支払制度」をご利用頂くと、会費納入に際し郵便局へお出かけ頂く必要もなく、且つ年会費が
2,850円となります。この際の「会費自動支払制度」への登録を応用化学会事務局を通してお願い
致します。本制度の特徴は以下の通りです。
（１）毎年4月18日に自動的に指定口座から引落しとなります。
（２）全国の都市銀行、主要な地方銀行、信託銀行及び全国郵便局等の口座から自動支払が利用

頂けます。
（３）本制度をご利用頂いた場合には、年会費は年額2,850円となります。
尚、手続きについては、事務局までご連絡下さい。
応用化学会事務局　　TEL：03－3209－3211（内5253）

FAX：03－5286－3892
Eメール：oukakai@kurenai.waseda.jp

個人情報保護の基本方針と細則制定の記事の補足

　会員から文書による個人情報の利用停止の請求があった場合は、次の取り扱いとします。希望の
場合は事務局にその旨、郵便・ファックス・電子メールのいずれかでご連絡ください。
１．会員名簿への掲載の停止
会員名簿には、会員種別・卒業年次・卒業研究室名・氏名（旧姓を含む）・自宅現住所・自宅電
話番号・自宅ファックス番号・勤務先名称・勤務先所属・勤務先電話番号・勤務先ファックス番
号が掲載されますが、会員種別･卒業年次･氏名以外の全部または一部の掲載を停止します。
２．他の会員への開示または提供の停止
他の会員から照会に対して、名簿掲載内容以外の個人情報（電子メールアドレスが該当）の開示
または提供を停止します。

逝去者リスト
河野　和夫殿（旧12回）2007年１月８日
大原源之助殿（旧16回）2006年月日不明
安倍　通夫殿（旧20回）2006年３月５日
木下　巌　殿（旧22回）2007年２月５日
羽仁　弘　殿（旧22回）2007年３月30日
兼松　貞雄殿（旧23回）2007年３月20日
天海　孝　殿（旧27回）2006年１月14日
福井　幸男殿（工経８回）2006年月日不明
高橋　誠一殿（旧28回）2005年10月13日
早川　一雄殿（新５回）2005年９月14日

櫻井　毅　殿（新５回）2007年３月23日
岡崎　寛一殿（新７回）2007年７月８日
平田　彰　殿（新８回）2007年４月13日
中西　克夫殿（新11回）2007年４月９日
寺瀬　邦彦殿（新15回）2007年５月24日
今淵　惇夫殿（新19回）逝去日時不明
高橋絃一郎殿（新19回）逝去日時不明
小川　和彦殿（新21回）2006年月日不明
高野　勝美殿（新25回）2006年８月６日
河野　勝之殿（新51回）2007年８月30日
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編集後記

　人類の活動による地球温暖化の進展を危惧し
ている。小生も昨年から太陽光発電を行い、微
力ながら温室効果ガスの削減に協力している。
「美しい星50」による2050年に温室効果ガス半
減達成に向け米、中、印の参加をめざす新なに
グローバル協議も始まってはいるが、数年後に
迫った京都議定書の目標達成もおぼつかない状
況である。
　地球温暖化に起因すると思われる世界各地の
異常気候により極地の氷床の融解、欧州におけ
る熱波、アジア地域における台風の異常発生、
洪水、干ばつ等、状況は悪化の一途をたどり、
2050年には世界地図も様変わりしているのでは
ないだろうか。
　このような地球上で、わが早稲田大学は、
2007年10月21日に創立125周年を迎え、本号が
お手元に着く頃には卒後、45年、35年、25年の
多くの同窓生が記念式典に参列し、第42回ホー
ムカミングデーを祝い、この機会に開催される
であろう同期会等で慶びを満喫していることと
拝察する。
　この慶事に因み、巻頭言を白井総長にお願い
しました。藪野先生からは、この時期にあった
「黄金に輝く大隈講堂」の挿絵を表紙に頂きま
した。更に、会員の皆様により楽しんでいただ
くよう配慮し、本号からカラーページ（裏表
紙）を挿入して「伝統の逸品」のコーナーを設
けた。今後、伝統産業や老舗製品の紹介と併せ
て当該会員のご活躍ぶりをお伝えしていくため
の新企画である。今回は、応化卒業後、協和発
酵で研鑽を積み、家業を継いだ、鳥取県倉吉市
の「元帥酒造」代表取締役　倉都祥行氏（新22
回）にご登場いただいた。他の新企画として、
「マイカンパニー」では（株）日立ハイテクノ
ロジーズ（大林秀仁代表執行役社長、新１７回
及び今井健太医用システム第二設計部、新52

回）の沿革を画像とともに紹介、「今、ここで
頑張っています」の新企画コーナーでは近年増
加の一途にある女性会員（新32回の吉丸由紀子
氏）のご活躍ぶりを紹介、また「若手の頭脳」
では木野研究室の助手佐藤大氏にお願いした。
会員諸氏には満足いただける内容ではないかと
考えている次第である。
　異常気候による影響でもなかろうが、中近東
周辺における宗教対立による抗争の解決は、
遅々として進まず、雪解けの兆しも見えない。
しかし、応化会会員諸氏は、応用化学科で43年
の長き亘り学生に親切なご指導をされ、退官
後、平田奨学資金の設立に多大の貢献をされ急
逝された故平田　彰教授のご冥福を切に祈りな
がら卒業生、教室、学生が良好な意思疎通をは
かり「老・壮・青」ともども応化会発展に一致
協力し、来るべき応化創立125周年（2043年）
までには活性化委員会の所期の目標である「ノ
ーベル賞受賞者数名の誕生」を期待したいもの
である。 （相馬威宣）

今号の表紙絵
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　山陰・鳥取県の中部、倉吉市にある元帥酒造㈱。
倉吉天女伝説、打吹山の麓、玉川沿い白壁土蔵群の
一角に位置する元帥酒造・本店。創業嘉永年間。当
初酒銘は「旭正宗」。

　明治40年５月、東宮殿下（後の大正天皇）の山陰
地方行啓の際、東郷平八郎海軍大将が随行された。
倉吉にも宿泊され、倉都本店（後の元帥酒造）が醸
造した「旭正宗」が献酒された。倉吉には桜の名所
があり、その打吹公園はこの行啓訪問に間に合うよ
う山腹を開いて造設されたもの、今もお手植えを記
念した石碑が公園の一角に建立されている。
　大正２年４月、東郷大将が『元帥』の称号を賜わ
れた時、このご来倉に因み、酒銘を「元帥」に改銘
した。
　以来、伝統の技そして技術の研鑽に励み、古くから吟醸造りに取り組む。昭和初期には全国酒類
品評会の全国名誉賞を、そして最近では、全国新酒鑑評会金賞４回、入賞２回、また数々の地方の
栄誉に輝く。
　日本酒の衰退が叫ばれる中、「人生にうるおいを」をキャッチフレ－ズとして日本酒造りに励む。
喜び、嬉しさそして至福の時に「うまい酒・元帥」を汲みながら、人生のひとときを楽しんでいた
だきたい。零細ながら、手造りの旨味を皆様へ。

（元帥酒造・本店）

《伝統の逸品》
　昔ながらの手造りの味、山陰・倉吉の底冷えする
風土から醸し出された大吟醸酒。お水は倉吉天女伝
説、「羽衣の井戸」の湧水を、お米は厳選された酒
造好適米、山田錦の外周65％を削って内側35％を用
いました。早朝から昔ながらの木甑で蒸米をつく
り、麹に吟味を加え、低温で長期間じっくり育てあ
げた杜氏入魂のお酒です。できあがったお酒は酒袋
で袋吊りし、滴下したお酒を斗瓶に囲い２℃の冷室
で保管し、低温熟成させました。
　自然の旨味を大切にした伝承の味をお楽しみ下さ
い。「うまい酒・元帥」は古くからこの地方で言わ
れている、いわばキャッチフレ－ズ。 (大吟醸・元帥・斗瓶囲い)

容量720ml、アルコール17～18度

《元帥酒造株式会社》
〒682-0826　鳥取県倉吉市東仲町2573番地
TEL　0858-22-5020　FAX　0858-22-5021　E-mail　gensui＠ncn-k.net
ホームページ　http://www.gensui.jp/

（本文担当：倉都祥行　昭和47新制22回応用化学科卒業　元帥酒造株式会社　代表取締役）

新コーナー：伝統の逸品




